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Iめ
六
十
三
年
度
か
ら
会
費
改
 

訂
に
踏
み
切
っ
た
も
の
で
あ
る
。
 

審
議
は
財
務
委
員
会
原
案
を
 

企
画
調
整
会
議
で
各
部
会
、
委
 

員
会
の
立
場
か
ら
慎
重
に
検
討
。
 

そ
の
成
案
を
常
任
世
話
人
会
、
 

世
話
人
会
に
提
出
し
て
合
意
に
 

達
し
、
九
月
一
一
十
六
日
、
新
潟
 

巿
で
開
催
さ
れ
た
総
会
で
承
認
 

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
 

本
会
の
収
入
は
会
費
収
入
と
 

広
告
料
収
入
が
主
体
を
な
し
、
 

各
部
会
、
委
員
会
の
活
動
も
無
 

手
弁
当
を
6統
と
し
て
 

"世
紀
の
テ
Iマ
明
示
 

小
坂
名
誉
教
授
|
顏
 

々
 

日
本
消
化
器
集
検
学
会
の
第
 

一
一
十
五
回
秋
季
大
会
(会
長
竹
 

内
義
員
，
香
川
県
成
人
病
セ
ン
 

タ
︱
所
長
)が
十
一
月
十
一
、
 

十
二
曰
、
高
松
巿
に
お
い
て
開
 

催
さ
れ
、
胃
が
ん
関
係
四
十
四
 

題
、
大
腸
関
係
十
五
題
、
肝
胆
 

降
関
係
十
九
題
の
研
究
成
果
が
 

発
表
さ
れ
た
。
シ
ン
ポ
は
，
消
 

化
器
集
検
の
拡
大
，
と
，
超
音
 

波
に
よ
る
肝
，
胆
，
勝
集
検
I
 

す
べ
て
の
が
ん
集
検
が
、
視
，
触
 

診
法
だ
け
で
行
つ
た
ま
ん
検
診
 

の
よ
う
に
『
予
後
に
つ
い
て
は
-

集
検
例
と
外
来
例
の
生
存
率
で
 

は
有
意
の
差
は
な
く
…
；
に
か
 

ら
、
集
検
は
受
け
て
も
受
け
な
 

く
て
も
同
じ
と
、
短
絡
し
た
印
 

象
を
与
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
 

か
と
懸
念
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
 

(
関
連
記
事
三
面
)
。
 

手
抜
き
で
き
な
い
。
 

こ
の
よ
う
に
会
員
に
6え
な
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
あ
る
い
は
 

落
さ
ず
に
伝
え
た
い
と
思
う
情
 

報
は
限
り
な
い
ほ
ど
あ
る
け
れ
 

ど
も
、
選
択
が
大
切
で
あ
る
。
 

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
情
報
が
ほ
ん
 

と
う
に
会
員
の
役
に
立
ち
、
正
 

確
公
正
な
も
の
で
あ
る
た
め
に
 

は
会
員
各
位
が
単
に
情
報
の
受
 

け
手
に
な
つ
て
い
る
だ
け
で
な
 

ご
意
具
ご
批
判
、
あ
る
い
 

は
.21̂づ
き
の
情
報
な
；
、̂
ぜ
 

ひ
お
寄
せ
い
た
だ
蹇
ぃ
鱼
う
。
 

本
会
は
設
立
以
来
、
地
位
や
 

職
種
、
経
歴
な
ど
に
は
ご
だ
.&-り
 

ず
自
由
に
発
言
し
、
討
論
で
き
 

る
場
に
し
た
い
，
ふ̂
願
し
て
来
た
。
 

こ
の
姿
勢
は
い
I変
つ
て
い
な
 

い
つ
も
り
で
あ
る
。
 

「
胃
集
検
通
信
」
が
会
員
の
 

声
の
溢
れ
て
い
る
機
関
紙
に
な
 

る
こ
，
\？
心
か
ら
希
望
し
て
い
る
。
 問

題
点
と
そ
の
対
策
，
の
二
題
。
 

会
長
講
演
は
，
胃
集
検
精
度
の
 

8̂

 (
主
と
し
て
偽
陰
性
要
因
 

に
つ
い
て
)，
を
竹
内
会
長
が
、
 

香
川
県
の
胃
集
検
実
施
成
績
を
 

も
と
に
偽
陰
性
要
因
を
キ
メ
钿
 

か
に
解
析
し
、
防
止
対
策
に
つ
 

い
て
ま
で
論
及
し
た
。
 

こ
の
秋
季
大
会
の
圧
巻
は
、
 

岡
山
大
学
小
坂
淳
夫
名
誉
教
授
 

の
特
別
講
演
，
"世
紀
を
考
え
 

て
の
消
化
器
集
検
，
で
あ
っ
た
。
 

岡
山
県
の
デ
︱
タ
を
基
に
、
放
 

置
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
の
が
ん
 

と
進
行
の
早
い
ス
キ
ル
ス
の
克
 

服
を
こ
れ
か
ら
の
一
一
大
テ
︱
マ
 

と
し
て
挙
げ
、
さ
す
が
と
の
感
 

銘
を
参
加
者
に
与
え
た
。
 

第
一
一
回
集
椟
従
事
者
研
究
会
 

第
一
一
回
集
検
従
事
者
研
修
会
 

は
十
一
月
十
一
一
日
、
高
松
市
で
 

開
催
さ
れ
た
。
消
化
器
集
団
検
 

診
の
考
え
方
、
間
接
撮
影
手
技
 

の
実
際
面
か
ら
、
胃
集
検
の
受
 

診
勧
奨
(̂
検̂
診
の
可
能
性
〕
 

間
接
X線
撮
影
の
標
準
化
、
健
 

康
管
理
論
か
ら
み
た
消
化
器
集
 

検
の
五
つ
の
テ
Iマ
を
五
人
の
 

演
者
が
担
当
し
た
。
 

集
検
の
考
え
方
は
老
健
法
を
 

踏
ま
え
て
厚
生
省
松
原
了
技
官
 

が
、
間
接
撮
影
の
標
準
化
は
岐
 

阜
大
学
土
井
偉
誉
教
授
が
き
き
 

応
え
の
あ
る
講
演
を
行
っ
た
。
 

東
海
，
北
陸
消
化
器
撮
影
 

技
術
研
究
会
解
散
決
る
 

こ
の
研
究
会
を
指
導
し
て
き
 

た
岐
阜
大
学
土
井
偉
誉
教
授
は
、
 

昭
和
五
十
四
年
以
来
九
回
を
か
 

ぞ
ぇ
た
こ
の
研
究
会
も
時
代
の
 

推
移
に
即
し
、
研
究
会
の
目
的
 

構
成
を
改
革
し
て
行
く
必
要
が
 

あ
る
の
で
、
本
年
を
も
っ
て
解
 

散
す
る
こ
と
に
し
た
と
し
て
い
 

る
0
 

4̂地
方
か
-1京
さ
れ
暴
 

員
の
自
己
負
担
は
少
な
く
な
い
 

が
、
現
伏
で
は
会
費
改
訂
後
も
 

こ
の
改
善
は
困
難
。
(一
一
面
参
照
)
 

「
医
師
が
よ
い
胃
 

の
X線
写
真
を
求
 

め
る
な
ら
、
撮
影
 

を
担
当
す
る
技
師
 

に
病
変
診
断
法
を
き
ち
ん
と
指
 

導
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
を
診
 

断
は
医
師
の
領
域
で
あ
り
、
技
 

師
は
黙
つ
て
撮
影
だ
け
し
て
い
 

れ
ば
い
い
」
と
い
う
考
え
方
を
 

し
て
い
る
医
師
が
少
な
く
な
い
 

と
の
放
射
線
技
師
の
歎
き
の
声
 

を
よ
く
聞
く
。
「
こ
ん
な
こ
と
で
よ
 

い
写
真
が
撮
れ
る
わ
け
が
な
い
 

じ
や
な
い
か
」
言
葉
に
は
し
て
 

い
な
い
が
、
怒
り
の
気
持
ち
さ
 

え
含
ん
で
い
る
よ
う
だ
。
 

筆
者
も
力
メ
ラ
が
好
き
で
写
 

真
歴
は
四
十
年
に
な
る
。
カ
メ
 

ラ
に
フ
ィ
ル
ム
を
入
れ
て
、
ピ
 

ン
ト
を
合
わ
せ
絞
り
と
露
出
を
 

き
め
て
シ
ャ
ッ
タ
︱
を
押
す
。
 

こ
れ
で
撮
影
作
業
は
終
る
け
れ
 

ど
、
こ
れ
で
は
自
分
の
頭
の
中
で
 

ィ
メ
︱
ジ
し
た
画
像
は
作
れ
な
 

い
。
シ
ャ
ッ
タ
︱
を
押
す
前
に
、
 

被
写
体
を
ど
の
角
度
か
ら
ど
の
 

よ
う
な
撮
影
条
件
で
写
し
た
ら
 

い
い
か
、
こ
れ
を
探
る
の
が
実
 

は
大
変
な
仕
事
な
の
で
あ
る
。
 

被
写
体
が
人
物
の
場
合
、
そ
の
 

人
の
人
柄
や
特
徴
を
画
像
に
出
 

す
た
め
に
、
観
察
に
一
一
力
月
も
 

三
力
月
も
か
か
る
。
い
や
、
数
 

年
か
か
る
こ
と
も
あ
る
。
 

条
件
を
整
え
て
カ
メ
ラ
を
向
 

け
た
時
も
、
気
持
を
通
じ
合
わ
 

せ
る
た
め
の
会
話
に
も
神
経
を
 

使
う
。
そ
し
て
「
こ
れ
だ
\」
 

と
い
う
決
定
的
な
瞬
間
を
つ
か
 

ま
え
て
撮
る
。
こ
ん
な
作
業
は
 

眼
に
見
え
な
い
か
ら
理
解
さ
れ
 

な
い
が
、
こ
の
作
業
が
し
っ
か
 

り
し
て
な
い
と
い
い
画
像
は
で
 

き
な
い
。
い
い
画
像
づ
く
り
の
 

秘
訣
は
こ
こ
に
あ
る
と
思
つ
て
 

い
る
。
が
ん
の
表
情
と
撮
影
の
 

タ
イ
ミ
ン
グ
。
こ
れ
を
理
解
し
 

て
い
な
け
れ
ば
い
い
画
像
が
で
 

き
る
は
ず
は
な
い
。
「
診
断
」
 

こ
の
言
葉
に
こ
だ
わ
っ
て
、
被
 

写
体
の
が
ん
の
姿
、
形
を
撮
影
 

者
に
教
え
込
ま
な
い
で
、
い
い
 

写
真
が
で
き
る
苦
は
な
い
と
思
 

う
の
だ
が
い
か
が
。
 

視

点
 

会
員
の
声
を
機
関
紙
に
 

世
括
人
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機
関
紙
は
組
識
の
顔
で
あ
る
 

と
同
時
に
、
会
員
と
情
報
を
交
 

換
す
る
。
ハ
イ
ブ
の
役
割
も
も
つ
 

て
い
る
。
パ
イ
プ
は
太
い
ほ
う
 

が
流
れ
る
情
報
の
量
が
多
く
な
 

る
の
で
、
細
い
よ
り
太
い
に
越
 

し
た
こ
と
は
な
い
。
問
題
は
そ
 

れ
ら
の
情
報
の
選
択
で
あ
る
。
 

本
会
の
機
関
紙
「
胃
集
検
通
 

信
」
も
編
集
委
員
各
位
の
ご
努
 

力
に
よ
っ
て
、
刊
行
の
ぺ
︱
ス
 

も
だ
ん
だ
ん
整
っ
て
き
た
し
、
 

内
容
も
多
彩
に
な
つ
て
き
た
。
 

第
一
〇
号
の
編
集
後
記
で
、
 

編
集
方
針
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
 

胃
集
検
の
動
向
や
課
題
に
つ
い
 

て
の
論
評
と
本
会
の
活
動
状
況
 

や
国
や
都
県
、
市
町
村
の
動
向
 

な
ど
の
情
報
や
広
報
的
な
も
の
 

を
半
々
に
す
る
と
の
こ
と
で
あ
 

る
が
、
こ
れ
は
こ
れ
で
い
い
の
 

で
は
な
か
ろ
う
か
。
定
期
的
な
 

刊
行
物
は
継
続
す
る
こ
と
に
よ
 

つ
て
成
長
し
て
行
く
も
の
で
あ
 

ろ
う
か
ら
、
編
集
方
針
は
い
ち
 

ど
決
め
た
か
ら
と
い
つ
て
、
そ
 

れ
に
束
縛
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
 

は
な
く
て
、
時
に
応
じ
変
に
臨
 

め
る
よ
う
柔̂
钦
性
を
持
た
せ
 

て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
だ
ろ
う
。
 

ご
存
知
の
よ
う
に
、
い
ま
医
 

療
は
大
き
な
変
革
期
に
あ
る
。
 

具
体
的
な
例
を
挙
げ
る
ま
で
も
 

な
い
こ
と
と
思
う
の
で
省
略
す
 

る
が
、
が
ん
の
一
一
次
予
防
の
手
 

段
で
あ
る
胃
集
検
も
こ
の
変
革
 

の
渦
中
に
あ
る
こ
と
は
間
違
い
 

な
い
。
 

そ
れ
だ
け
に
、
情
報
を
会
員
 

に
送
る
立
場
か
ら
考
え
て
み
る
 

と
、
か
っ
て
は
胃
集
検
の
学
問
 

的
情
報
は
日
本
消
化
器
集
検
学
 

会
か
ら
の
取
材
で
よ
か
っ
た
か
 

今
は
違
う
。
日
本
癌
治
療
学
会
 

な
ど
が
ん
を
研
究
対
象
に
し
て
 

い
る
諸
学
会
を
は
じ
め
、
日
本
 

が
ん
疫
学
研
究
会
、
日
本
公
衆
 

衛
生
学
会
、
日
本
消
化
器
内
視
 

鏡
学
会
、
日
本
医
学
放
射
線
学
 

会
、
日
本
医
学
画
像
工
学
会
、
 

日
本
医
療
情
報
学
会
、
日
本
総
 

台
健
診
医
学
会
な
ど
ニ
ュ
ー
ス
 

ソ
︱
ス
は
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
 

で
あ
る
。
 

老
健
法
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
 

は
、
厚
生
省
や
各
都
県
市
町
村
 

な
ど
の
動
き
も
目
が
離
せ
な
い
。
 

日
本
対
ガ
ン
協
会
、
医
師
会
、
 

胃
集
検
の
各
実
施
機
関
の
活
動
 

に
つ
い
て
も
、
細
か
い
配
慮
を
 

怠
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
 

医
学
専
門
誌
や
一
般
の
マ
ス
コ
 

ミ
も
よ
く
集
検
を
取
り
上
げ
る
 

機
会
が
多
く
な
つ
て
来
て
い
る
 

の
で
こ
れ
に
対
す
る
気
配
り
も
 

が
ん
集
検
に
見
直
し
論
議
 

；
2：
8な
の
舌
足
ら
ず
放
送
 

十
月
七
日
の
28̂
；
の
夜
の
 

ー
ュ
︱
ス
ワ
イ
ド
番
組
「
！
20
 

9」
で
、
が
ん
集
検
見
直
し
論
 

を
放
送
し
て
波
紋
を
巻
き
起
こ
 

し
た
。
こ
れ
は
七
〜
九
日
に
札
 

幌
市
で
開
催
さ
れ
た
日
本
癌
治
 

療
学
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
集
 

団
検
診
に
よ
る
発
見
癌
の
特
性
」
 

の
演
者
の
一
人
徳
島
大
学
第
一
一
 

外
科
森
本
忠
興
医
長
の
「
集
検
 

に
よ
纟
見
さ
.̂乳
が
ん
」
に
 

主
と
し
て
焦
点
を
当
て
て
取
材
 

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
テ
レ
ビ
 

放
送
を
き
い
た
者
は
説
明
が
舌
 

足
ら
ず
の
た
め
に
、
あ
た
か
も
 

暴
」
 

事
業
費
の
確
保
と
一
 

基
礎
財
源
に
充
当
 

本
会
の
財
務
委
員
会
(
今
井
憲
明
委
員
長
)
で
は
、
財
政
 

基
盤
の
強
化
と
事
業
拡
充
の
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
、
収
支
 

状
況
を
全
面
的
に
洗
い
討
し
て
い
た
が
、
事
業
縮
少
 

よ
り
会
費
改
訂
に
踏
み
切
る
べ
し
と
の
結
論
に
達
し
、
八
 

(
団
体
)
会
員
四
万
円
、
8
1
：
個
人
)
会
員
四
千
円
の
案
を
総
 

会
に
提
出
、
六
十
三
年
度
か
ら
実
施
と
決
定
し
た
。
 

当
面
の
事
業
山
積
 

会
費
改
訂
は
昭
和
五
十
八
年
 

度
に
、
向
う
三
年
間
を
目
標
に
 

し
て
実
施
さ
れ
た
が
、
す
で
に
 

そ
の
期
間
を
五
年
経
過
し
た
。
 

現
在
、
本
会
で
は
胃
集
検
モ
デ
 

ル
料
金
設
定
、
胃
集
団
検
診
の
 

精
度
管
理
指
針
の
改
訂
、
胃
集
 

検
情
報
を
提
供
す
る
機
関
紙
胃
 

集
検
通
信
の
定
期
刊
行
、
胃
集
 

検
装
置
等
の
実
態
調
査
報
告
書
 

の
作
成
な
ど
を
当
面
の
作
業
と
 

し
て
行
っ
て
い
23̂
、
こ
の
ほ
か
 

に
厚
生
省
の
老
健
法
の
保
健
事
 

業
第
一
一
次
計
画
に
対
応
す
る
諸
 

問
題
の
取
り
組
み
な
ど
も
検
討
 

し
て
い
る
。
 

こ
れ
ら
は
胃
集
検
の

劣̂
受
 

診
率
の
達
成
、
精
度
管
理
の
向
 

上
、
胃
が
ん
死
亡
率
^̂
減
少
 

な
ど
を
達
成
す
る
た
め
に
は
不
 

可
欠
な
事
業
で
あ
る
と
の
考
え
 

か
ら
、
活
動
原
資
を
確
保
す
る
 



昭和 6 2年 1 1 月 2 5 日 胃 集 検 通 信 〈2 〉 

検診車もX線撮影システムも、そしてスタッフもタフ 

でなければ、集団検診は勤まりません。東芝は、 

最新の技術を取り入れた X線装置と関連付属機 

器により、使いやすい集団検診システムを実現しま 

した。狭い車内スペースの有効利用を考え、本シ 

ステムは省スぺ一スの透視撮影台とコンノ 、。クトなコ 

ンデンサX線装置から構成されています。シャ一 

プな画像が得られ、し力'も効率の良い集団検診 

が行えるシステムです。 

株式会社雍3'柬ま乂ティカル株式会お/本社'東京都文京区本郷3丁目26番5号暴113 0 0 3 ( 8 1 5 ) 7 2 1 1 (大代） 

医 療 と 健 康 に 先 端 技 術 を ⋯ 東 芝 メ デ ィ カ ル 

耐えてますス卜レス。増えてます、胃炎。 
胃炎，消化性潰瘍治療剤 

ガ ス ト ロ ゼ ! ^ 錠 ' 細 粒 

63お『026^。 

け̂ヒレンゼヒン） 

國効能，効果 

下記疾患の胃粘膜病変(びらん、出血、発赤、付着粘液）並びに 

消化器症状の改善 

急性胃炎、慢性胃炎の急性增悪期 
胃';貴瘍十二指腸潰瘍 
#用法'用景及ひ使用上の;主意等については̂付文書をご覧下さい， 

8。|
|
11̂日本やノン力'-インゲルハイム株式会社 

：'：季.9弋-：̂ -
3 3お薬株式会 
：厢巿秦区遷悸̂3:1目21墨 

ミ薬品工業株式会1 

衣 I 
\ ^付 8 

比較\ 
管理， 学会費 

部会 4 委員会 # 
刊行費 資料 

^布資 

\ ^付 8 

比較\ 
管理， 学会費 

实施麵 放射線 
技師 

保鲅婦 委員会 
刊行費 資料 

^布資 

62年予算 10,4 2 3 1,14 0 7 7 0 4 0 0 2 0 0 5 0 0 3,120 0 

61年予算 11,4 6 0 1,110 1,20 0 4 0 0 4 0 0 6 0 0 2,880 3 5 0 

增 滅 さ1,0 3 7 3 0 ム4 3 0 0 ^ 2 0 0 ム10 0 2 4 0 ^ 3 5 0 

(付記）学会费には学会長に対する助成金2 0 0千円を含む。刊行餐は編集费. 

通信費の增による。 

表2 (単位：千円） 

5 6 5 7 5 8 5 9 6 0 61 6 2 

稷立金 2 3 5 0 稷立金 2 3 5 0 2,3 5 0 0 0 0 0 0 

基本財童 1,0 5 0 1,0 50 ゆ50 1.05 0 1,0 5 0 

負 俄 1,0 0 0 1,4 0 0 0 0 0 0 9 0 0 

( 付 0 5 6年度の魚餞1,0 0 0千円呔5 7年度^1.4 0 0千円に累積俄 

務と4つている，58年度会燹改訂により、1メ 0 0千円中、1,300 

千円をIX&金により返&し^1,0 5 0千円を基本財産とした， 

表3 

安全率 期 間 安全係数 年額予算 算定鎖 
項目 まは） 〔59年度〕 ほい(め 

(！) ほ） (お は） 

計算 3 ^ 3 年 9 ，。 19.0 0 2 ^ 
リ10千円 

(注〉5 9年度は最も安定した年̂である。 

別表 
(！)ム会卩 

\れ扣.ぬの^でぃ 

し 1 

國改訂会^-

(負扭割合） 
'-3,710千ド1X 8 4お⋯-

ァ 3， 1 1 7千円 

― 2 6 5 

《國| 
， 3 0， 0 0 0 円 + 1 0 . 0 0 0円 ' 

3,117千円 

1 1 , 7 6 2円 

I 

^ 1 0 , 0 0 0 14 

4 0,0 0 0円 

は）0会員 

ァ，&担額の計算' 

ィ.改訂額 

：.改訂会費-

(負&割合)(̂ 整値） 
千円 X 1 6お Xひ. 5⋯ -

― 2 9 6千円 
会 莨 敉 4 

〈現行） 
- 3， 5 0 0円十5 0 0円-' 

2 9 6千円 

6 0 2円 

I 

― 5 0 0円 

4,0 0 0円 

羞̂ 9̂ ^̂  

高野正雄氏 

集
検
実
施
面
に
対
す
る
諸
問
題
 

の
調
査
、
研
究
等
の
分
野
に
亘
 

る
活
動
等
、
幅
広
く
実
施
し
て
 

い
る
た
め
、
そ
の
費
用
は
事
業
 

費
の
約
六
五

を̂
占
め
て
い
る
 

こ
と
が
実
情
で
あ
る
。
こ
の
両
 

者
の
状
況
を
勘
案
し
、
8会
員
 

負
担
の
軽
減
に
つ
い
て
、
五
〇
 

劣
の
調
整
値
を
設
定
し
た
。
 

？
等
功
労
賞
 

梵
高
野
正
雄
氏
 

に
使
用
さ
れ
て
い
る
(約
百
数
 

十
台
)
が
、
被
曝
線
量
の
低
減
 

や
診
断
能
力
向
上
等
が
大
き
く
 

評
価
さ
れ
て
い
る
。
 

長
谷
川
部
長
は
肝
臓
が
ん
の
 

1療
法
を
確
立
し
た
。
 

日
本
が
ん
疫
学
研
究
会
 

国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
渡
辺
昌
 

疫
学
部
長
が
会
長
と
な
り
、
第
 

回
日
本
が
ん
疫
学
研
究
会
を
 

開
く
。
テ
︱
マ
は
「
が
ん
対
策
 

に
が
ん
疫
学
は
何
が
で
き
る
か
」
 

興
味
あ
る
テ
︱
マ
だ
け
に
多
く
 

の
参
加
を
期
待
し
た
い
。
 

期
日
，
昭
和

年̂
6月
3日
 

場
所
，
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
 

内̂
国
際
研
究
交
流
会
館
 

、
1ク
、
 

「
00
 

が
000口
〔

 
^ 

0000

 

0
^
 

000

 

0 ロ
ー

 \ 

お
お
チ
 

れ
^̂
 

が
蒙
 1」
4
 

力
、
 

昭
和
23年
度
予
算
改
善
に
対
 

す
る
会
費
改
訂
に
つ
い
て
 

一
、
会
费
改
訂
の
必
要
性
(
理
 

由
) 

出
会
費
収
入
の
減
退
化
 

昭
和
五
十
八
年
度
財
政
改
善
 

は
、
三
年
を
目
標
に
会
費
改
訂
 

が
実
施
さ
れ
た
。
以
後
す
で
に
 

五
年
を
経
過
し
た
が
、
そ
の
際
 

に
は
、
会
員
確
保
に
努
力
さ
れ
 

る
よ
う
附
帯
意
見
が
提
示
さ
 

れ
、
未
加
入
会
員
の
確
保
に
努
 

力
し
た
結
果
、
六
十
年
度
に
は
、
 

八
会
員
は
一
一
一
一
六
か
ら
一
一
八
五
 

に
、
8会
員
は
三
〇
一
か
ら
四
 

六
五
に
増
加
し
て
い
る
。
し
か
 

し
、
会
員
の
増
加
は
、
す
で
に
 

限
界
に
近
く
、
最
近
で
は

会̂
 

員
の
減
少
傾
向
が
見
ら
れ
て
い
 

る
。
ま
た
、
六
十
二
年
度
予
算
 

で
は
約
八
七
〇
千
円
の
歳
入
減
 

少
を
期
た
し
て
い
る
。
 

六̂
十
一
一
年
度
予
算
額
の
削
 

滅
 

収
入
の
減
退
化
に
と
も
な
い
 

六
十
一
一
年
度
予
算
編
成
に
お
い
 

て
は
、
表
1の
通
り
の
予
算
削
 

減
が
行
わ
れ
て
い
る
。
 

繰̂
越
金
の
削
減
 

六
十
一
年
度
は
、
予
算
執
行
 

と
事
業
計
画
と
の
整
合
化
を
図
 

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
会
計
年
 

度
の
開
始
期
を
一
一
月
か
ら
四
月
 

に
改
正
し
た
。
 

そ
の
結
果
、
六
十
一
年
度
の
 

執
行
期
間
は
十
四
ヶ
月
と
な
り
、
 

一
一
ヶ
月
分
の
支
出
増
と
な
っ
た
。
 

通
常
、
こ
の
よ
う
な
臨
時
支
 

出
の
財
源
は
、
保
有
資
産
を
取
 

り
崩
す
か
、
ま
た
は
資
金
借
入
 

な
ど
に
よ
つ
て
補
正
さ
れ
る
が
、
 

地
方
会
に
は
基
本
財
産
一
、
〇
 

五
〇
千
円
を
持
つ
に
過
ぎ
な
い
。
 

従
っ
て
、
已
む
を
得
ず
、
前
年
 

度
か
ら
の
繰
越
金
三
、
七
四
六
 

千
円
を
こ
れ
に
充
当
し
た
。
 

そ
の
結
果
、
次
年
度
の
運
営
 

資
金
と
す
る
繰
越
金
は
、
ほ
ぼ
 

消
滅
す
る
こ
と
と
な
つ
た
。
 

(
六
十
一
年
度
の
繰
越
金
は
一
 

五
一
一
千
円
で
あ
る
。
経
常
年
度
 

に
お
け
る
運
営
資
金
の
必
要
額
 

は
約
一
、
五
〇
〇
千
円
程
度
と
 

見
込
ま
れ
て
い
る
。
)
 

胃̂
集
検
通
信
の
発
I仃
費
 

(
コ
ス
ト
)
の
増
額
 

胃
集
検
通
信
は
六
十
年
度
に
 

中
断
を
み
た
が
、
現
在
は
、
年
 

四
回
の
通
常
状
態
に
回
復
し
た
。
 

当
通
信
は
、
地
方
会
の
機
関
紙
 

と
し
て
、
学
会
活
動
、
事
業
活
 

動
及
び
胃
集
検
の
動
向
な
ど
、
 

会
員
に
対
す
る
情
報
提
供
と
し
 

て
有
効
な
役
割
を
果
し
て
い
る
。
 

胃
集
検
通
信
の
コ
ス
ト
は
一
 

部
当
た
り
印
刷
費
一
六
六
円
、
 

取
材
、
編
集
費
一
六
〇
円
、
送
 

料
一
一
一
〇
円
、
計
四
四
六
円
と
 

な
る
。
従
っ
て
、
年
四
回
の
経
 

費
は
1
、
七
八
四
円
と
な
る
。
 

こ
れ
を
会
費
負
担
で
占
め
る
 

割
合
で
算
出
す
る
と
、
八
会
員
 

で
は
一
一
三
，
〇
、̂

 
8会
員
で
 

は
、
五
〇
，
九
劣
と
な
る
。
ま
 

た
、
通
信
に
掲
載
さ
れ
る
広
告
 

料
財
源
は
、
貴
重
な
収
入
と
し
 

て
、
地
方
会
運
営
の
全
般
に
当
 

て
ら
れ
て
い
る
。
 

機
関
紙
の
発
行
コ
ス
ト
の
会
 

費
中
に
占
め
る
割
合
は
か
な
り
 

大
き
く
、
今
回
の
会
費
改
訂
の
 

中
で
、
こ
の
負
荷
を
で
き
る
だ
 

け
小
さ
く
す
る
よ
う
改
善
す
る
 

こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
 

人̂
件
費
、
諸
物
価
に
対
す
 

る
対
応
 

地
方
会
の
人
件
費
は
、
四
六
 

.一
糸
で
あ
る
。
東
日
本
の
対
 

が
ん
協
会
支
部
の
平
均
人
件
費
 

率
は
四
八
，
八

で̂
、
中
位
数
 

で
は
五
一
一
.五
と̂
な
る
。
ま
 

た
、
五
〇
を̂
越
え
て
い
る
支
 

部
は
四
ニ
で̂
、
こ
の
両
者
を
 

比
較
し
て
も
、
地
方
会
の
人
件
 

費
は
高
い
も
の
と
は
言
え
な
い
。
 

ま
た
、
会
議
費
、
印
刷
、
通
 

信
、
備
品
、
消
耗
品
、
事
務
所
 

費
な
ど
の
諸
経
費
は
、
全
支
出
 

の
一
一
一
一
で̂
あ
る
。
諸
経
費
の
 

支
出
は
、
そ
の
機
関
の
性
格
、
 

事
情
な
ど
に
よ
つ
て
、
差
異
は
 

大
き
い
が
、
一
般
的
に
は
一
五
 

劣
前
後
と
み
ら
れ
る
が
、
当
地
 

方
会
の
場
合
、
事
業
活
動
の
態
 

様
等
か
ら
判
断
し
て
、
こ
の
程
 

度
の
割
合
は
あ
ま
り
当
を
欠
く
 

も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。
 

人
件
費
は
義
務
的
経
費
と
し
 

て
、
五
〇
※
を
限
界
線
と
し
、
 

ま
た
、
諸
経
費
は
事
業
活
動
の
 

潤
滑
油
と
し
て
、
極
力
節
減
に
 

努
め
な
が
ら
も
、
上
昇
に
対
応
 

す
る
こ
と
が
必
要
な
こ
と
と
思
 

わ
れ
る
。
 

借̂
入
金
の
処
理
 

六
十
一
年
度
の
繰
越
金
は
消
 

滅
し
た
。
(前
記

の̂
説
明
参
 

照
)
、
そ
の
結
果
、
六
十
二
年
 

度
の
運
営
資
金
が
絶
え
、
そ
の
 

補
充
を
保
有
資
産
に
求
め
る
こ
 

と
が
で
き
な
い
た
め
、
借
入
金
 

を
も
つ
て
、
こ
れ
に
充
当
す
る
 

こ
と
と
な
っ
た
。
 

借
入
金
の
返
済
は
、
一
時
借
 

入
金
と
し
て
処
理
し
、
借
入
金
 

九
〇
〇
千
円
の
返
済
は
予
算
節
 

減
等
の
努
力
を
も
っ
て
償
還
す
 

る
よ
う
に
す
る
。
財
政
一
き
白
一
の
 

段
階
に
あ
る
の
で
、
地
方
会
の
 

赤
字
経
営
防
止
の
た
め
そ
の
瑕
 

疵
の
拡
大
化
の
防
止
に
努
め
る
-

(基
本
財
産
の
取
り
崩
し
も
考
 

え
ら
れ
る
が
、
基
本
財
産
は
資
 

本
的
資
産
と
し
て
、
固
定
化
す
 

る
こ
と
が
適
切
と
思
わ
れ
る
。
)
 

固̂
定
資
産
確
保
の
必
要
性
 

財
政
の
運
営
は
、
経
常
収
支
 

に
よ
る
流
動
資
産
(
予
算
)
と
 

そ
の
背
後
を
支
え
る
固
定
資
産
 

(
資
金
)
が
パ
ラ
ン
ス
し
て
、
 

健
全
な
運
営
と
な
る
。
地
方
会
 

の
固
定
資
産
，
資
金
の
状
況
は
 

表
2の
通
り
で
あ
る
。
 

五
十
八
年
度
の
会
費
改
訂
で
 

は
、
当
時
の
財
政
事
情
か
ら
経
 

常
収
支
の
改
善
に
力
が
注
が
れ
-

資
金
の
確
保
に
ま
で
至
る
こ
と
 

が
で
き
な
か
っ
た
。
六
十
二
年
 

度
の
繰
越
金
の
消
滅
、
再
度
の
 

借
入
金
の
発
生
、
予
算
規
模
の
 

縮
小
は
、
こ
の
固
定
資
産
の
欠
 』

 如
に
よ
る
ひ
と
つ
の
歪
み
の
現
 

わ
れ
と
見
ら
れ
る
。
 

今
後
は
不
測
の
支
出
、
突
発
 

的
支
出
等
に
備
え
、
予
算
運
営
 

の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
な
る
 

よ
う
、
固
定
資
産
の
蓄
積
を
図
 

る
こ
と
が
、
地
方
会
の
財
政
安
 

定
上
極
め
て
重
要
な
こ
と
と
な
 

ろ
う
。
 

二
、
会
费
改
訂
の
基
礎
と
考
え
 

方
 

出
繰
越
金
の
充
当
に
つ
い
て
 

は
、
五
十
八
年
度
か
ら
六
十
年
 

度
の
！
繰̂
越
金
額
一
一
、
七
九
 

六
千
円
を
目
標
と
し
て
、
当
面
 

一
、
五
〇
0千
円
を
確
保
す
る
 

よ
う
つ
と
め
る
。
 

会̂
費
改
訂
に
お
け
る
会̂
 

員
、
8会
員
の
負
担
の
割
合
は
 

現
状
の
八
四
対
一
六
内
が
適
切
 

と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
を
 

維
持
し
積
算
す
る
。
 

人̂
件
費
、
諸
物
価
に
対
す
 

る
改
善
措
置
は
、
予
算
編
成
の
 

都
度
行
う
こ
と
は
適
切
で
は
な
 

い
の
で
、
一
定
率
を
も
っ
て
、
 

表
3の
よ
う
な
安
全
係
数
に
よ
 

つ
て
必
要
額
を
算
出
す
る
。
 

5借
入
金
は
一
時
借
入
金
と
 

し
、
で
き
る
だ
け
六
十
一
一
年
度
 

以
降
、
処
理
す
る
。
 

固̂
定
資
産
の
整
備
は
、
財
 

政
調
整
資
金
と
し
て
一
、
五
〇
 

〇
千
円
を
三
年
間
に
五
〇
〇
千
 

円
づ
っ
蓄
積
す
る
計
画
と
す
る
。
 

ま
た
、
今
後
、
寄
付
金
、
そ
の
 

他
助
成
金
な
ど
の
あ
る
場
合
、
 

可
能
な
限
り
、
こ
の
資
金
に
繰
 

り
入
れ
て
資
金
の
熟
成
化
を
図
 

る
。
 

三
、
改
訂
額
の
算
定
 

山
必
要
総
額
の
算
出
 

①
繰
越
金
の
充
足
額
…
…
 

一
、
五
〇
〇
千
円
 

②
人
件
費
、
諸
物
価
の
対
 

応
額

 

一
、
七
 

一
〇
千
円
 

③
財
政
調
整
資
金
の
積
立
 

額
 

五
〇
〇
千
円
 

計
三
、
七
一
〇
千
円
 

会̂
員
別
負
担
額
 

別
表
の
出
、
に̂
よ
る
。
 

(
調
整
値
の
説
明
)
 

8会
員
は
個
人
会
員
と
し
て
 

大
部
分
は
個
人
負
担
に
よ
る
も
 

の
が
実
態
で
あ
る
。
ま
た
、
当
 

地
方
会
の
活
動
は
他
の
地
方
 

会
と
異
な
り
、
学
会
開
催
の
ほ
 

一
か
、
集
検
従
事
者
の
研
修
，
胃
 

厚
生
科
学
研
ゆ
 

ド

開

：
 

第
一
一
回
厚
生
科
学
究
等
薬
功
 

労
者
に
富
士
写
真
フ
ィ
ル
ム
の
 

高
野
正
雄
，
宮
台
開
発
セ
ン
タ
 

1開
発
部
長
と
国
立
が
ん
セ
ン
 

タ
︱
病
院
の
長
谷
川
博
外
科
部
 

長
が
選
ば
れ
十
月
一
一
十
六
日
斎
 

藤
厚
生
大
臣
の
表
彰
を
受
け
た
。
 

高
野
部
長
は
、
世
界
に
先
が
 

け
て
、
X線
画
像
診
断
に
使
わ
 

れ
る
&
"
シ
ス
テ
ム
の
考
案
 

と
、
そ
の
基
本
技
術
及
び
実
用
 

化
技
術
を
開
発
し
た
。
 

現
在
、
国
内
、
海
外
で
臨
床
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コタック'ナガセメティカル株式会社（東部営業部） 
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し1.問椟撮影用̂10加X10③サイズ'。片面字し剤でハレーション 
防1ト̂つき。連絞撮̂Iぼ速度カメラに使用できます。 
參コダックフィルム 

間接撮影用、10̂ x10̂サイズ。̂ 度̂タイズ連続撮影 
用高速度カメラに使用できます。 
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ら̂'一

 

年
を
後
期
と
す
る
と
 

後
期
に
，
38.1期
が
多
く
、
こ
 

れ
は
癌
の
啓
蒙
効
果
が
現
わ
れ
 

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

集
検
例
乳
癌
と
徳
島
大
第
一
一
 

外
科
外
来
を
受
診
し
た
六
一
五
 

例
の
乳
癌
と
の
比
較
を
表
2の
 

よ
う
に
行
つ
た
。
 

外
来
例
、
コ
ン
ト
口
︱
ル
群
 

の
背
景
因
子
は
、
病
期
、
腫
瘤
 

経
に
分
布
差
が
あ
り
、
集
検
例
 

は
.？
13.1期
、
腫
瘤
経
2

 1
ン
以
 

下
の
乳
癌
の
頻
度
に
有
意
に
高
 

い
結
果
が
み
ら
れ
た
。
 

集
検
例
、
コ
ン
ト
0
1
ル
群
 

の
累
積
生
存
率
は
、
両
群
の
平
 

均
観
察
期
間
は
六
，
一
年
、
五
 

年
生
存
率
は
各
々
八
八
，
四
劣
、
 

八
六
，
四

、̂
十
年
生
存
率
は
、
 

七
三
.
 一
I搿
八
！

 一

 ニ
ー
^
で
、
 

集
検
例
、
コ
ン
ト
口

 
︱
ル
群
の
 

間
に
差
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
 

森
本
講
演
は
こ
の
よ
う
に
学
 

問
的
立
場
か
ら
研
究
の
現
段
階
 

の
状
況
を
報
告
し
た
も
の
で
、
 

こ
の
講
演
を
も
っ
て
、
が
ん
集
 

検
見
直
し
論
の
論
処
に
は
な
ら
 

な
い
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。
 

四
例
、
早
期
が
ん
六
六
例
、
進
 

行
が
ん
五
八
例
な
ど
の
数
値
を
 

用
い
て
、
一
〇
〇
胃̂
集
検
が
 

行
わ
れ
た
も
の
と
し
て
計
算
す
 

る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
 

死
亡
者
数
は
一
、
〇
五
一
一
人
 

か
ら
一
七
七
，
四
人
に
減
少
し
 

死
亡
抑
止
率
は
八
三
^
 一

 
^
に
 

達
し
、
胃
が
ん
死
亡
者
数
は
現
 

在
の
一
六
.九
に̂
減
る
。
 

こ
の
よ
う
な
手
法
に
よ
り
、
 

三
〇
劣
集
検
で
胃
が
ん
死
亡
を
 

三
〇
減̂
ら
す
の
に
は
、
が
ん
 

発
見
率
〇
，
一
六

以̂
上
、
早
 

期
が
ん
比
率
六
五
，
〇
劣
、
胃
 

が
ん
救
命
率
〇
，
〇
九
が̂
目
 

標
値
と
な
る
。
 

以
上
が
長
野
県
成
人
病
予
防
 

協
会
宮
下
美
生
理
事
が
、
第
三
 

十
四
回
地
方
会
(
新
潟
)
で
発
 

表
し
た
講
演
の
要
約
で
あ
る
。
 

胃
集
検
の
精
度
評
価
は
検
診
 

行
程
を
钿
分
化
し
て
、
各
項
目
 

毎
に
検
討
す
る
こ
と
も
必
要
で
 

あ
る
が
、
宮
下
講
演
の
よ
う
に
 

実
施
成
績
全
体
を
概
観
し
て
評
 

価
目
標
値
を
設
定
し
、
そ
れ
に
 

基
い
て
評
価
と
精
度
管
理
を
行
 

う
こ
と
も
大
切
で
は
な
い
か
。
 

25"に
の
二
ュ
Iス
で
波
紋
を
起
し
た
森
本
講
演
は
同
 

氏
の
好
意
に
よ
つ
て
、
講
演
要
旨
の
提
供
を
受
け
た
。
集
 

検
対
象
と
な
る
が
ん
臓
器
が
増
え
る
と
そ
の
特
性
に
留
意
 

す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
だ
。
石
野
、
宮
下
講
演
は
、
い
ず
 

れ
も
第
お
回
地
方
会
(
新
潟
)
で
発
表
さ
れ
た
も
の
で
胃
 

集
検
の
評
価
が
重
視
さ
れ
て
き
て
い
る
と
き
だ
け
に
見
逃
 

せ
な
い
。
(
文
責
編
集
委
員
会
) 

集
検
の
精
度
を
ど
の
程
度
に
維
 

持
さ
れ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、
 

胃
集
検
の
胃
が
ん
救
命
率
(
救
 

命
数
/受
診
者
総
数
X
一

 〇
〇
 

劣
)
、
と
推
定
胃
が
ん
死
亡
抑
 

止
数
(対
象
人
口
Xカ
バ
︱
率
 

X
救
命
率
)
、
胃
が
ん
死
亡
抑
 

止
率
(
推
定
死
亡
抑
止
数
/
推
 

定
胃
が
ん
死
亡
数
X一

 
〇

〇

^
〕
 

の
三
つ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
︱
を
設
 

定
し
て
計
算
し
て
み
た
。
 

長
野
県
の
昭
和
五
十
六
年
か
 

ら
六
十
年
ま
で
五
年
間
の
受
診
 

者
数
は
四
四
九
、
一
九
九
人
、
 

発
見
胃
が
ん
数
五
〇
九
人
、
早
 

期
が
ん
一
一
七
一
例
、
進
行
が
ん
 

一
一
三
八
例
、
早
期
が
ん
比
率
は
 

五
三
^
 一

 
一

^
。

こ

れ

に

長

野

県
 

成
人
病
予
防
協
会
の
ま
と
め
た
 

I予
後
成
績
、
早
期
が
ん
の
 

五
年
生
存
率
九
六
，
五

、̂
進
 

行
が
ん
三
一
一
丄
一
一
劣
を
加
味
し
 

て
計
算
す
る
と
胃
が
ん
救
命
率
 

は
0*0七
五
劣
。
 

昭
和
六
十
年
度
の
三
五
歳
以
 

上
人
口
一
、
一
 

六
六
、
一
九
三
 

人
、
胃
が
ん
死
亡
者
数
一
、
〇
 

五
二
人
、
受
診
者
数
九
九
、
一
 

〇
五
人
、
発
見
胃
が
ん
数
一
一
一
 

い
ま
ま
で
胃
集
検
の
効
果
を
 

評
価
す
る
基
準
と
し
て
、
日
本
 

消
化
器
集
検
学
会
の
全
国
集
計
 

に
よ
る
集
検
受
診
者
数
六
に
対
 

す
る
発
見
胃
が
ん
数
0の
百
分
 

率
を
用
い
て
き
た
が
、
昭
和
五
 

十
八
年
の
資
料
で
は
、
男
〇
，
 

一
一
一
三
劣
、
女
0
 
，
0
九
四
；

 ̂

で
あ
る
。
 

こ
の
資
料
を
五
十
六
年
の
地
 

域
が
ん
登
録
全
国
推
定
罹
患
資
 

料
と
対
比
し
分
析
検
討
し
た
。
 

分
析
は
男
女
別
、
五
歳
毎
の
年
 

齢
階
層
別
に
検
討
。
年
齢
階
層
 

別
推
定
罹
患
数
を
算
定
し
た
 

(別
表
出
)。
胃
集
検
に
よ
る
発
 

見
胃
が
ん
数
は
、
精
検
受
診
率
 

率
 

見
 

義
 

図
1
-

結
論
か
ら
先
に
示
す
と
、
森
 

本
医
長
ら
の
行
っ
た
視
，
触
診
 

法
に
よ
る
乳
癌
集
検
(
表
1
〕
 

で
発
見
さ
れ
た
乳
癌
は
、
集
検
 

例
に
病
期
の
早
い
も
の
(！
.；
？
 

ョ
！
/ 

結
 

舅
 

表
 

ベ
 

2
 6

 
5
 

0
 

4
1
 

7
 
4
 

2
 

0
 

5
1
 

者

癌
 

精

乳
 

で
補
正
別
表
で̂
表
わ
さ
れ
る
-

こ
れ
ら
の
数
式
を
用
い
、
年
 

齢
階
層
別
に
検
討
、
胃
集
検
の
 

胃
が
ん
発
見
状
況
が
、
同
じ
階
 

層
の
地
域
が
ん
登
録
に
よ
る
推
 

定
罹
患
数
に
見
合
，
？
の̂
で
あ
る
 

か
ど
う
か
を
検
討
す
る
た
め
に
 

両
者
の
比
を
、
集
検
胃
が
ん
発
 

見
係
数
尺
と
名
づ
け
た
。
こ
れ
 

は
別
表
で̂
計
算
さ
れ
る
。
 

こ
れ
に
よ
り
、
五
十
八
年
の
 

全
国
集
計
資
料
を
分
析
す
る
と
 

I
期
)
の
頻
度
が
高
い
が
、
そ
 

の
遠
隔
成
績
で
は
外
来
例
と
比
 

較
し
て
、
累
積
生
存
率
(
図
) 

に
差
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
 

(編
集
委
員
会
注
，
こ
の
こ
と
 

か
ら
視
，
触
診
に
よ
る
乳
癌
の
 

集
検
は
、
外
来
検
診
に
較
べ
て
 

少
し
早
く
発
見
す
る
だ
け
で
、
 

遠
隔
成
績
に
差
が
な
い
の
な
ら
 

集
検
の
あ
り
方
は
見
直
さ
る
ベ
 

き
で
は
な
い
と
短
絡
し
た
結
論
 

に
導
か
れ
、
テ
レ
ビ
を
見
た
者
 

は
そ
ん
な
も
の
か
と
の
概
念
を
 

も
っ
て
し
ま
う
。
と
こ
ろ
が
森
 

本
講
演
は
次
の
よ
う
に
続
い
て
 

い
る
の
で
あ
る
。
) 

こ
の
矛
盾
(
病
期
の
早
い
も
 

の
の
頻
度
が
高
い
の
に
遠
隔
成
 

績
に
差
が
な
い
)
は
、
集
検
例
 

に
は
腫
瘤
を
自
覚
し
て
い
る
も
 

の
が
約
半
数
を
占
め
る
こ
と
、
 

リ
ン
パ
節
転
移
陰
性
の
頻
度
に
 

差
が
な
い
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
 

れ
る
。
 

乳
癌
の
よ
う
に
概
し
て
増
殖
 

速
度
の
ゆ
っ
く
り
し
た
癌
で
は
 

こ
の
程
度
の
病
期
の
差
で
は
、
 

生
存
率
に
差
が
現
れ
て
こ
な
い
 

可
能
性
も
あ
る
と
考
ぇ
&̂
た
。
 

と
罹
患
率
の
関
係
は
図
に
示
す
 

通
り
で
、
男
は
六
〇
歳
台
を
除
 

い
て
集
検
胃
が
ん
発
見
能
は
罹
 

患
率
よ
り
も
低
値
で
、
只
は
〇
 

，
八
八
に
と
ど
ま
つ
て
い
る
。
 

女
は
ど
の
年
齢
階
層
で
も
発
見
 

率
が
罹
患
率
を
上
回
り
、
尺
は
 

一
三̂
三
を
示
し
た
。
 

こ
の
原
因
は
、
胃
集
検
対
象
 

集
団
を
地
域
と
職
域
に
分
け
て
 

分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
明
ら
か
 

と
な
る
。
四
〇
歳
以
上
の
お
を
 

こ
れ
ら
の
点
に
関
し
て
は
、
 

ら
に
多
数
例
で
長
期
間
の
観
.
 

を
行
い
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
 

る
。
 

今
後
、
(
乳
癌
)
検
診
の
効
 

率
向
上
の
た
め
に
は
、
腫
瘤
自
 

で
 

ぼ
 

：
の
な
い
、
リ
ン
パ
節
転
移
陰
 

I性
の
早
期
(
癌
)
例
の
発
見
へ
 

の
努
力
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
 

ら
れ
た
。
 

(注
.こ
の
よ
う
に
森
本
医
長
 

は
論
及
し
て
い
る
の
で
、
 

究
 

表
 

仔
 

内

れ

例
 

以

そ

症
 

年

の

い
 

5

 
^
近
 

土

検

も
 

瘃
日
^
最
 

^
"
弓
ガ
で
 

件

科

年

日

後
 

条

外

生

月

と
 

の

2
の

年

例
 

グ

大

例

時

^
 

ン

岛

検

術

い
 

チ
铳
集
^
近
 

ッ

①

②

③
 

5
 

6
 

013
 

2
 
6
 
5
 
2
 

歳
 

令
 

ニ
ニ
均
 

0
 
0
 
0
 
0
 

^
 

4
 
5
 6
 7
 
3
 

第

回̂
15地
方
会
 

特

別

講

演

遠

藤

周

作

氏
 

患
者
の
願
い
 

シ
ン
ポ
，
集
検
で
ス
キ
ル
ス
胃
癌
は
発
見
可
能
か
 

パ
ネ
ル
，
胃
以
外
の
消
化
器
疾
患
の
集
検
は
ど
う
あ
る
 

べ
き
か
 

教
育
講
演
，
3食
道
が
ん
の
初
期
像
と
集
検

肺̂
が
ん
 

検
診
か
ら
み
た
集
検
の
疫
学
評
価
と
問
題
点
 

期
日
^
昭
和
お
年
2
月
？
5
日
(
土
) 

場
所
，
東
京
大
手
町
，
日
経
ホ
Iル
 

会
長
，
国
立
東
京
第
二
病
院
有
森
正
栴
 

性
を
考
慮
せ
ず
に
精
度
管
理
指
地
域
集
検
で
は
、
老
健
法
に
 

表
と
し
て
用
い
る
こ
と
は
、
客
|よ
る
集
検
カ
バ
 

観
性
に
問
題
が
あ
る
と
考
え
ら
一
胃
が
ん
死
亡
三
〇
劣
減
の
達
成
 

れ
る
。
 

〖
目
標
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
胃
 

年
齢
階
層
別
に
算
定
す
る
こ
！
 

年
齢
階
層
別
の
集
 

検
発
見
胃
が
ん
能
 

と
は
計
算
が
や
や
繁
忙
で
、
大
ー
 

集
団
向
き
で
あ
一
 

る
と
の
難
点
が
一
 

あ
る
が
-客
親
一
 

神
奈
川
県
予
防
医
学
協
会
石
野
順
子
的
に
定
量
評
価
一
 

精
度
管
理
に
8係
数
 

表
 

別
患
 

層
罹
 

階
定
 

齡
推
 

年
 

数
率
 

実
診
 

ん
受
 

が
校
 

柒
齢
 

I一
年
 

曆
が
 

階
巧
 

齢
見
 

き
き
 

ぜ
 

一̂定
 

？
ー
隹
 

検
物
 

地
域
と
職
域
に
分
け
 

る
と
、
男
女
と
も
地
 

域
の
0：
；
が
有
意
に
高
 

い
。
職
域
で
は
男
が
 

多
く
、
地
域
で
は
女
 

が
多
い
こ
と
か
ら
男
 

女
の
0=1値
の
差
と
な
 

つ
て
表
現
さ
れ
た
も
 

の
で
あ
る
。
 

こ
の
よ
う
に
有
意
 

差
を
包
含
し
た
全
国
 

集
計
資
料
の
胃
が
ん
 

集
団
特
 

も
て
、
こ
の
集
検
胃
が
ん
発
見
 

係
数
0；
；
を
今
後
の
精
度
管
理
の
 

指
標
の
一
つ
と
し
て
、
わ
れ
わ
 

れ
は
提
唱
し
て
い
る
。
 

こ
れ
に
用
い
る
資
料
に
ベ
，
 

ァ
ス
が
存
在
す
る
こ
と
は
事
実
 

で
あ
る
が
、
地
域
が
ん
登
録
は
 

一
定
の
客
観
的
資
料
と
し
て
の
 

実
績
と
社
会
的
認
承
を
も
つ
て
 

い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
 

現
在
、
わ
れ
わ
れ
は
バ
イ
ァ
 

ス
を
解
明
す
る
た
め
に
、
詳
細
 

な
追
踏
調
査
を
行
つ
て
い
る
。
 

二̂
ュ
ー
ス
も
こ
の
く
ら
い
の
 

説
明
を
つ
け
加
え
て
い
れ
ば
、
 

無
用
の
波
紋
を
起
す
こ
と
は
な
 

か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
 

森
本
講
演
に
つ
い
て
さ
ら
に
 

触
れ
る
と
、
昭
和
四
十
五
年
か
 

ら
六
十
一
年
ま
で
十
七
年
間
の
 

集
検
成
繽
は
表
1の
通
り
で
、
 

集
検
後
一
一
年
以
内
に
集
検
以
外
 

の
手
段
で
発
見
さ
れ
た
乳
癌
、
 

︱
中
間
期
発
見
癌
を
加
え
て
、
 

腫
瘤
自
覚
の
有
無
、
病
気
分
類
、
 

組
織
型
別
、
組
織
学
的
リ
ン
パ
 

節
転
移
状
況
、
発
見
ま
で
の
期
 

間
、
腫
瘤
の
大
き
さ
な
ど
の
検
 

討
を
行
つ
た
。
 

集
検
例
は
四
十
五
年
か
ら
五
 

十
四
年
を
前
期
、
五
十
五
年
か
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^
月
お
日
か
ら
；
月
1
日
ま
で
館
山
巿
で
開
催
さ
れ
た
「
第
二
十
回
記
念
放
射
線
技
師
部
，
 

^
会
(
山
岸
忠
好
会
長
)
」
の
講
演
で
も
っ
と
も
聞
き
応
え
の
あ
つ
た
の
は
、
公
開
討
論
「
癌
I
 

咖
検
診
？
3
世
紀
に
向
け
て
の
展
望
」
で
あ
っ
た
。
行
政
、
保
健
婦
、
住
民
、
フ
ィ
ル
ム
、
X

 |
 

1
線
装
置
、
バ
リ
ウ
ム
の
各
メ

 

︱
力
︱
、
放
歸
技
師
、
医
師
、
計
八
人
の
演
者
が
そ
れ
ぞ
れ
【
 

Iの
立
場
か
ら
山
癌
検
診
の
理
想
像
、

当̂
面
し
て
い
る
課
題
、

"̂世
紀
へ
の
展
望
と
三
つ
|
 

の̂
ス
タ
ン
ス
を
き
め
て
研
究
発
表
を
行
っ
た
。

 

~ 

】
同
じ
テ
︱
マ
に
対
す
る
討
論
で
も
、
発
言
者
の
立
場
が
異
る
と
、
発
言
内
容
が
勝
手
の
方
I
 

向̂
を
向
い
て
嚙
み
合
わ
な
い
こ
と
が
多
い
も
の
だ
が
、
こ
の
公
開
討
論
で
は
そ
れ
が
な
か
つ
I
 

】
た
。
紙
面
の
都
合
で
、
保
健
婦
の
発
言
は
八
面
に
移
し
、
画
像
対
象
の
発
言
者
だ
け
に
絞
つ
I
 

】
て
、
そ
の
要
約
を
特
集
し
た
。

 

【
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主
流
は
デ
ジ
タ
ル
画
像
 

慶
応
義
塾
大
学
病
院
田
中
耕
次
 

I胃
集
検
の
理
想
像
は
、
 

第
一
に
早
期
が
ん
を
正
確
に
発
 

見
で
き
る
こ
と
。
第
一
一
は
処
理
 

能
力
が
高
ヽ
苦
痛
を
と
も
な
わ
 

な
い
こ
と
、
検
査
が
簡
単
で
時
 

問
が
短
か
い
こ
と
。
 

I胃
が
ん
検
診
の
技
術
向
上
 

に
あ
っ
た
放
射
線
技
師
と
し
て
 

精
度
管
理
を
ど
う
考
え
る
か
。
 

昭
和
五
十
八
年
に
東
京
都
が
 

ん
検
診
セ
ン
タ
︱
の
西
沢
護
副
 

所
長
(
当
時
)
の
発
表
し
た
胃
 

が
ん
発
見
率
と
早
期
胃
が
ん
比
 

率
を
五
十
一
一
年
の
全
国
集
計
の
 

同
じ
数
値
を
比
較
し
て
み
る
と
 

別
表
の
よ
う
に
な
る
。
 

男
性
の
胃
が
ん
発
見
率
は
西
 

沢
報
告
一
一
.
 

一
^
に
対
し
、
全
 

国
集
計
は
〇
，
三
 一
0
、
女
性
 

は
〇
，
七
四
に̂
対
し
、
〇
，
 

一
四
劣
で
あ
る
。
早
期
胃
が
ん
 

発
見
比
率
も
男
性
は
七

 

一

^
に
 

対
し
三
九

、̂
女
性
も
五
七
^
 

に
対
し
三
八
劣
と
な
っ
て
：
；
る
。
 

こ
の
発
見
率
の
差
の
大
き
さ
 

の
中
に
、
放
射
線
技
師
が
な
す
 

べ
き
精
度
管
理
の
諸
問
題
が
包
 

括
さ
れ
て
い
る
。
撮
影
技
術
教
 

育
や
撮
影
法
に
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
 

り
、
現
状
は
処
理
能
率
に
目
を
 

奪
わ
れ
て
い
る
。
全
国
レ
べ
ル
 

表
 

て
 

象
 

捋
 

言
 

画
 

匕
 

/1
 肖

 
図
 

で
の
適
正
な
処
理
人
数
、
均
一
 

し
た
撮
影
法
の
検
討
が
必
要
。
 

︱
︱
画
像
が
デ
ル
タ
ル
化
さ
れ
 

る
時
代
へ
の
消
化
管
撮
影
技
師
 

の
今
後
は
。
 

メ
I力
︱
か
ら
種
々
の
デ
ジ
 

タ
ル
化
X線
装
置
〈
00=0が
 

製
品
化
さ
れ
て
い
る
が
、
大
き
 

く
分
け
て
四
つ
に
分
類
で
き
る
。
 

山
I，
Iを
基
に
し
た
も
の
 

8一

 
次
線
と
等
ァ
レ
︱
の
ス
 

キ
ャ
ン
二
ン
グ
に
よ
る
も
 

の
 

0
一

 次
的
記
憶
能
を
も
つ
た
 

検
出
器
に
よ
る
も
の
 

フ̂
ィ
ル
ム
を
使
つ
た
も
の
 

以
上
の
う
ち
②
は
0丁
の
位
 

置
ぎ
め
用
と
し
て
最
初
に
実
用
 

化
さ
れ
た
も
の
の
現
在
、
今
後
 

の
展
望
は
明
る
く
な
い
。
 

出

3̂の
現
状
と
将
来
像
は
 

図
に
示
し
た
通
り
で
、
山
と
^
 

が
主
流
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
 

山
の
Î
1|丁
〉
方
式
0只
 

は
、
空
中
分
解
能
は
ま
だ
劣
る
 

が
、
高
速
画
像
収
集
、
高
い
コ
 

ス
ト
パ
フ
ォ
︱
マ
ン
ス
、
在
来
 

シ
ス
テ
ム
へ
の
組
み
込
み
が
容
 

易
。
透
視
像
を
検
査
中
に
静
止
 

像
と
し
て
観
察
で
き
、
サ
ブ
シ
 

ス
テ
ム
と
し
て
も
す
ぐ
利
用
で
 

き
る
。
将
来
、
空
中
分
解
能
が
 

改
善
さ
れ
れ
ば
I，
I間
接
を
 

こ
の
シ
ス
テ
ム
で
デ
ジ
タ
ル
化
 

し
、
画
像
情
報
管
理
が
容
易
に
 

で
き
る
と
思
う
。
 

は̂
0

 0
；
：
(
コ
ン
ビ
ュ
︱
テ
 

ッ
ト

ラ̂
ジ
ォ
グ
ラ
フ
ィ
ー
〉
 

で
、
ま
っ
た
く
新
し
い
発
想
の
 

も
と
に
開
発
さ
れ
た
X線
写
真
 

形
成
シ
ス
テ
ム
で
、
今
後
の
X
 

線
写
真
の
診
断
方
法
の
流
れ
を
 

変
え
る
も
の
と
思
う
。
 

0尺
は
病
院
の
内
外
で
画
像
 

を
観
察
、
診
断
で
き
る
？
八
0
 

3へ
の
方
向
、
病
院
管
理
シ
ス
 

テ
ム
へ
も
組
み
込
め
、
シ
ス
テ
 

ム
の
完
成
度
が
高
ま
る
だ
る
つ
。
 

次
に
、
明
る
い
面
だ
け
で
な
 

く
、
気
が
か
り
な
面
も
指
摘
し
 

て
お
き
た
い
。
 

I

 ，

 I
が
出
現
し
た
と
き
、
 

明
室
で
透
視
検
査
が
で
き
る
よ
 

う
に
な
り
、
作
業
の
効
率
化
が
 

前
面
に
で
て
、
画
質
低
下
は
あ
 

ま
り
問
題
と
な
ら
な
か
っ
た
。
 

希
土
類
增
感
紙
の
場
合
は
、
 

感
度
や
鮮
鋭
度
ァ
ッ
プ
な
ど
物
 

理
特
性
の
良
さ
が
前
面
に
で
て
 

粒
状
性
が
悪
い
と
の
心
理
的
特
 

性
評
価
は
前
面
に
で
な
か
っ
た
。
 

じ
尺
の
場
合
も
被
曝
線
量
軽
 

減
が
前
面
に
出
す
ぎ
て
い
る
よ
 

う
で
、
画
質
向
上
に
先
行
し
た
 

評
価
は
出
さ
な
い
で
ほ
し
い
。
 

と
も
あ
れ
、
0只
は
近
い
将
 

来
従
来
の
シ
ス
テ
ム
に
代
わ
り
 

主
流
に
な
る
可
能
性
は
高
い
。
 

技
師
の
今
後
は
撮
影
目
的
別
の
 

画
像
処
理
技
術
が
求
め
ら
れ
る
 

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 

画
像
撮
影
と
診
断
の
変
貌
 

㈱
日
立
メ
デ
ィ
コ
白
木
英
成
 

胃
集
検
が
X線
画
像
を
診
断
 

手
法
と
し
5̂
用
し
て
い
る
限
り
、
 

X線
装
置
の
将
来
展
望
に
は
で
 

き
る
だ
け
精
度
の
高
い
画
像
を
提
 

供
で
き
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
 

と
く
に
、
画
像
が
ア
ナ
ロ
グ
 

か
ら
デ
ジ
タ
ル
に
転
換
し
ょ
う
 

と
し
て
い
る
と
き
だ
け
に
、
な
 

お
さ
ら
で
あ
，
る
。
そ
の
点
、
白
 

木
講
演
は
も
の
の
見
事
に
X線
 

装
置
の
未
来
像
を
俯
瞰
し
て
み
 

せ
て
く
れ
た
。
"世
紀
に
向
け
 

て
X線
画
像
の
撮
影
、
診
断
い
 

ず
れ
の
立
場
に
あ
ろ
う
と
も
、
 

こ
の
講
演
が
そ
の
始
点
な
の
で
 

は
な
か
ろ
う
か
。
(編
集
委
員
) 

X

X

X
 

"世
紀
へ
の
展
望
を
語
る
と
 

し
て
も
、
や
は
り
現
時
点
の
テ
 

ク
ノ
ロ
ジ
︱
及
び
先
端
技
術
と
 

称
し
て
い
る
分
野
な
ど
を
ど
う
 

し
て
も
ベ
ー
ス
と
し
て
考
え
な
 

い
わ
け
に
は
行
か
な
い
。
メ
 
︱
 

力
︱
と
し
て
は
単
に
夢
を
語
る
 

の
で
は
な
く
三
〜
五
年
先
に
実
 

現
可
能
な
こ
と
を
考
え
る
。
 

お
世
紀
を
語
る
前
に
、
胃
集
 

検
X
線
装
置
の
過
去
を
振
返
つ
 

て
み
た
い
。
表
1の
如
く
胃
集
 

検
用
X
線
車
が
誕
生
し
た
の
 

は
昭
和
三
十
五
年
、
約
一
一
十
七
 

年
前
で
あ
る
。
映
像
系
の
カ
メ
 

ラ
は
蛍
光
板
の
X線
像
を
暗
箱
 

中
で
レ
ン
ズ
カ
メ
ラ
に
よ
つ
て
 

撮
影
し
た
。
十
一
一
吋
I

 ，

 I
と
 

X線
テ
レ
ビ
付
の
現
方
式
に
な
 

つ
た
の
は
四
十
九
年
で
あ
る
。
 

X線
管
焦
点
は
一
，
五
ミ
リ
か
 

ら
〇
，
三
ミ
リ
に
、
I
 
，
 I
の
 

入
力
面
が
ガ
ラ
ス
か
ら
メ
タ
ル
 

に
、
性
能
も
高
解
像
、
高
0
 0
 

2
 (量
子
検
出
効
率
)タ
イ
プ
 

へ
と
改
良
さ
れ
て
き
た
。
 

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
" 

世
紀
初
頭
に
期
待
さ
れ
る
X線
 

診
断
シ
ス
テ
ム
の
夢
は
表
2
の
 

よ
う
に
な
ろ
う
。
こ
れ
は
胃
：
 

検
が
バ
リ
ウ
ム
等
の
造
影
剤
 

よ
る
造
影
検
査
の
手
法
が
変
ら
 

な
い
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
 

透
視
台
は
複
数
個
の
(
マ
ル
 

チ
)
マ
イ
コ
ン
に
よ
る
並
列
高
 

速
制
御
、
光
ケ
̶
ブ
ル
に
よ
る
 

信
号
伝
送
等
が
実
用
域
に
な
ろ
 

う。̂V
 

X線
発
生
装
置
は
高
周
波
ィ
 

ン
バ
ー
タ
方
式
の
採
用
、
X線
 

-̂

学
会
ダ
ッ
チ
 

口
 I
ル
か
 

東
京
都
 

X

 ，

 丁
生
 

日
本
胃
集
検
学
 

会
が
日
本
消
化
器
 

集
検
学
会
に
名
称
 

が
変
わ
り
、
研
究
 

対
象
が
消
化
管
だ
 

け
で
な
く
、
肝
、
胆
、
脾
な
ど
 

の
臓
器
に
ま
で
拡
大
さ
れ
た
の
 

で
学
会
発
表
の
演
題
も
多
く
な
 

一
り
、
多
彩
に
な
っ
た
。
学
会
の
 

論
 

ム
冊
 

言
 

試
 

管
と
一
体
構
造
に
な
る
可
能
性
 

が
あ
り
、
高
圧
ケ
̶
ブ
ル
は
不
 

用
に
な
る
。
 

X
線
管
は
高
画
質
化
の
二
 I 

ズ
か
ら
さ
ら
に
微
小
焦
点
化
さ
 

れ
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
回
転
数
も
 

現
在
の
九
、
〇
〇
〇
て
リ

の̂
 

倍
く
ら
い
に
な
る
技
術
が
確
立
 

さ
れ
よ
う
。
 

Î
Iは
高
性
能
化
さ
れ
る
 

が
、
さ
ら
に
I

 ，

 I
に
代
る
画
 

像
セ
ン
サ
̶
の
出
現
が
考
え
ら
 

れ
る
。
 

(
五
面
に
つ
づ
く
)
 

内
容
が
充
実
さ
れ
て
き
た
の
で
、
 

こ
れ
は
こ
れ
で
素
直
に
喜
び
た
 

し
か
し
、
学
会
に
出
席
し
て
 

注
意
深
く
、
動
向
を
見
て
い
る
 

と
手
放
し
で
喜
ん
で
は
い
ら
れ
 

な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
。
日
本
 

消
化
器
集
検
学
会
は
胃
集
検
の
 

時
代
か
ら
起
算
す
る
と
一
一
十
年
 

を
越
え
る
歴
史
が
あ
る
。
ま
た
 

老
健
法
の
施
行
に
よ
つ
て
、
胃
 

集
検
の
年
間
実
施
数
は
六
百
万
 

を
越
え
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
だ
 

±
る̂
と
、
わ
が
国
の
〃
胃
集
検
-

は
万
全
な
レ
̶
ル
が
敷
か
れ
て
 

学
問
的
に
も
、
実
施
面
で
も
、
 

検
診
が
そ
の
レ
Iル
の
上
を
快
 

走
し
て
い
る
か
の
如
き
錯
覚
を
 

与
え
か
ね
な
い
。
 

少
な
く
と
も
、
肝
、
胆
、
膝
 

を
提
げ
て
登
場
し
て
き
た
学
者
 

群
は
、
対
象
臓
器
の
ス
ク
リ
I
 

二
ン
グ
方
法
さ
え
確
立
で
き
れ
 

ば
、
即
、
胃
集
検
の
後
を
追
え
 

る
と
思
つ
て
い
る
の
で
は
な
い
 

だ
ろ
う
か
。
〃
集
検
，
と
は
何
 

か
に
対
す
る
配
慮
は
ほ
と
ん
ど
 

み
^̂
な
い
よ
う
な
気
が
し
て
 

な
ら
な

 ̂

"胃
集
検
〃
で
苦
労
し
て
い
る
 

学
者
群
は
、
精
度
管
理
、
受
診
 

率
、
事
後
管
理
、
評
価
な
ど
に
 

ま
だ
悪
戦
苦
闘
し
て
い
る
。
ど
 

う
に
か
な
っ
た
の
は
診
断
方
法
 

だ
け
で
あ
る
。
管
の
学
者
の
中
 

に
は
胃
を
捨
て
て
臓
器
に
走
る
 

現
象
を
憂
え
る
声
が
強
く
、
臓
 

器
組
に
反
発
の
声
さ
え
で
て
い
 

る
。
こ
の
こ
と
が
学
会
を
管
群
 

と
臓
器
群
に
一
一
分
し
、
指
導
を
 

過
る
と
学
会
活
動
を
ダ
ツ
チ
口
 

̶
ル
さ
せ
か
ね
な
い
。
杞
憂
か
。
 

5.61.4.作成:453 
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參シャープな写真が得られます。 

高解像力メタル1.1をはじめ、小焦 

点X線管、小拡大率、自動露出制 

御機能により、コントラストのよい濃 

度の揃った写真が得られます。 

參映像系が大きくスライドします。 

映像系の移動範囲が大きぐ被 

検者を動かすことなく診断ができ 

ます。 

參能率よく検診できます。 

天板の巾が広く被検者の乗り降り 

が容易です。オートリタ一1構に 

より、一連の撮影終了後はスター 

ト位置に自動復帰します。遠隔操 

作卓は、操作器類の配置を工夫 

してあり、楽な姿勢で操作できます。 

參テーブルローリングは独特のガ 

イド方式 

テーブルローリング時にも天板面 

と前面の距離が一定で、体軸 

中心の移動カリまとんどありません。 
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表1胃集検用X線装置の歩み 
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柳お） 
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(昭扣切）（昭把ぉ）（昭和50 (期和ぉ）（昭)060》 
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胃集横車蜒 
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，丁 V透視 
^IV透ち 
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付（ミラーカメ 5 + 才̂ノコン） 

^ | 丁リ3視付112 

小，化| 
11卡100̂1ポット# メラ令 
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(漏） ^ (三倍回転 
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XII 

チレビジ,ン 

^ 21オルシコンカメラ 
によるテレビ9|視 

ビ̂ジコンタイ 
との8合1 

ズカメラ 
1000 本走査 

表1集検用としての各ディジタル方式の優劣 

空閉分解能 ダイナミ5ク 撮影時間 空閉分解能 ダイナミ5ク 撮影時間 
システム；）スト ランユングコスト 

01！ 

1015101 3011 

に1十"乂 

1ひ？110101̂ 110 
8接0 

問餐0 

直V 0 

！09 0 
リ1 (̂！1)'! 

表 2 1 世紀に期待される X線診断システム 

；トによる8高速[̂転球 

走，纖8 2̂000本以上.解水ず-2,000 丁 V本̂上. 
じ117̂；\！#の改良による竊分解饞化（巳̂階調以上） 
困体撮蒙索子化.I働処屬による機能向上 

表4， 1 . 1 .十 X丁 Vディジタル化方式 

撮
影
さ
れ
た
像
か
ら
種
々
な
方
 

法
で
デ
ジ
タ
ル
信
号
と
し
て
取
 

出
す
方
式
。
 

こ
れ
ら
の
方
式
を
集
検
用
と
 

し
て
み
た
の
が
表
3。
空
間
分
 

解
能
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
レ
ン
ジ
、
 

撮
影
時
間
、
被
曝
線
量
な
ど
で
 

は
00；
：
方
式
、
I

 
，
 1

 +
丁
V
 

方
式
の
順
。
コ
ス
ト
面
か
ら
順
 

位
を
つ
け
る
と
I，
1+丁
V
 

方
式
が
最
も
優
利
と
な
る
。
 

I
，

デ

ジ

タ

ル

化
 

方
式
の
現
在
と
将
来
の
目
標
値
 

を
示
し
た
の
が
表
4で
あ
る
。
 

そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
は
表
示
通
り
 

と
し
、
画
像
伝
送
に
関
し
て
は
 

？
八
03シ
ス
テ
ム
の
中
で
伝
 

送
方
式
を
統
一
し
な
け
れ
ば
な
 

ら
な
い
問
題
が
解
決
さ
れ
る
べ
 

き
課
題
で
あ
る
。
 

以
上
検
討
し
て
き
た
こ
と
を
 

要
約
す
る
と
表
5の
よ
う
に
な
 

る
0
 出

個
人
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
に
 

よ
る
健
康
管
理
、
？̂
八
03
 

に
よ
る
總
合
画
像
診
断
、

医̂
 

師
の
診
断
か
ら
自
動
診
断
。
 

検
 

箕
 

世
 

表
 

？
人
 

フ
ィ
ル
身
の
感
度
と
画
質
 

富
士
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
㈱
村
田
耕
 

こ
の
公
開
討
論
会
は
集
検
に
 

携
ず
さ
わ
っ
て
い
る
方
が
参
加
 

さ
れ
、
0尺
に
つ
い
て
も
強
い
 

関
心
を
持
つ
て
い
る
と
思
は
れ
 

る
の
で
、
0
尺
の
集
検
へ
の
利
 

用
の
可
能
性
を
別
図
に
示
し
、
 

フ
ィ
ル
ム
メ
 
︱
力
︱
の
代
表
と
 

し
て
、
的
を
フ
ィ
ル
ム
に
絞
り
、
 

お
世
紀
に
X線
フ
ィ
ル
ム
は
ど
 

の
よ
う
な
発
展
を
す
る
の
か
展
 

望
を
述
べ
、
00；
"に
つ
い
て
は
 

X線
装
置
メ
︱
力
ー
代
表
の
発
 

言
に
譲
っ
て
い
る
。
(
編
集
委
 

員
)
 I

が
ん
検
診
の
理
想
像
は
 

肺
が
ん
の
集
検
に
つ
い
て
の
 

成
果
が
「
癌
制
圧
は
進
ん
で
い
 

る
か
」
を
テ
，
'マ
に
べ
ト
ラ
︱
、
 

ス
ミ
ス
に
よ
つ
て
発
表
さ
れ
て
 

い
る
が
そ
の
一
部
を
引
用
す
る
 

と
「
癌
の
予
防
活
動
へ
の
投
資
 

が
も
つ
と
も
効
果
的
で
あ
る
」
 

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 

I
今
後
の
消
化
管
検
診
に
画
 

像
は
ど
う
対
応
す
る
か
。
 

画
像
技
術
が
捋
来
、
ど
の
よ
 

う
に
変
革
す
る
か
の
期
待
を
写
 

真
乳
剤
技
術
を
中
心
に
述
べ
て
 

み
た
い
。
写
真
乳
剤
の
結
晶
粒
 

子
の
変
遷
は
長
い
間
、
均
一
構
 

造
の
立
方
体
結
晶
粒
子
で
、
シ
 

ス
テ
ム
比
感
度
は

 

一

0
0
〜

一

一
 

00を
示
し
た
。
そ
の
後
、
八
 

面
体
結
晶
と
一
一
重
構
造
の
粒
子
 

が
開
発
さ
れ
シ
ス
テ
ム
比
感
度
 

は
三
〇
0〜
八
00と
上
昇
し
 

た
。
今
後
の
乳
剤
技
術
の
一
例
 

と
し
て
は
、
ェ
ピ
タ
キ
シ
ャ
ル
 

結
晶
粒
子
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
 

そ
の
シ
ス
テ
ム
比
感
度
は
一
、
 

08以
上
に
な
る
こ

 
一
 

と
が
期
待
さ
れ
る
。
『
！
 

超
高
感
度
の
技
術
と
刊
一
 

し
て
は
、
出
光
吸
収
率
検
囡
〗
 

の
向
上
、
3
大
粒
子
の
集
^
 

光
子
吸
収
利
用
率
の
向
^
 

上
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
1
^
 

こ
の
よ
う
な
一
一
つ
の
技
 
一

丁
 

術
を
う
ま
く
組
合
わ
せ
1
^
一
 

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
2̂
 

感
度
は
無
限
？
の
拡
が
0
3
 

り
を
も
つ
こ
と
に
な
る
 

荣
 

か
も
し
れ
な
い
。
 

朗
，
 

画
質
向
上
に
対
す
る
表
し
 

期
待
は
固
体
素
子
を
例
に
と
る
 

と
、
そ
の
1
コ
ー
コ
の
効
率
が
 

均
一
で
あ
れ
ば
、
レ
ス
ポ
ン
ス
 

は
高
く
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
 

る
。
こ
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
 

て
写
真
乳
剤
の
場
合
、
粒
子
配
 

列
が
ラ
ン
ダ
ム
配
列
型
か
ら
固
 

体
素
子
配
列
型
に
な
れ
ば
、
レ
 

ス
ポ
ン
ス
を
飛
躍
的
に
良
化
さ
 

せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
と
 

考
え
ら
れ
る
。
 欄

I
I

 

，

^
ト
 

一
屬
3
ず
 

。
誓
5
 

1！
1
 

き
ん
 

の
管
 

保̂
 

索̂
 

検̂
 

理
九
 

管

入
 

タ
の
 

I
タ
 ？
に
 

画
テ
 

検

検

精

像

載
 

集

集

畐

画

車
 

高
濃
度
バ
リ
ウ
ム
と
 

副
作
用
の
解
決
 

東
邦
化
学
研
究
所
加
藤
忠
夫
 

I
が
ん
検
診
の
理
想
像
は
 

現
在
か
ら
未
来
に
つ
な
が
る
 

理
想
像
、
あ
る
い
は
将
来
の
目
 

標
の
一
つ
と
し
て
考
え
る
な
ら
 

ば
、
生
化
学
の
進
歩
が
が
ん
に
 

も
確
立
さ
れ
て
、
例
え
ば
現
在
 

の
尿
試
験
紙
の
よ
う
に
唾
液
な
 

ど
に
検
出
さ
 

~綱
 

れ
て
が
ん
種
 

と
そ
の
進
行
 

度
が
ス
ク
リ
 

I
 二
ン
グ
さ
 

-れ
る
こ
と
だ
 

ろ
う
か
。
 

I
高
濃
度
 

バ
リ
ウ
ム
と
 

便
秘
の
問
題
 

を
ど
う
考
え
 

る
か
 

高
濃
度
バ
 

リ
ウ
ム
が
要
 

求
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
 

あ
る
。
そ
の
高
濃
度
は
現
時
点
 

で
は
一
三
0̂ズ
〉
以̂
上
を
 

指
す
が
今
後
ど
の
程
度
の
濃
度
 

が
要
求
さ
れ
る
か
は
こ
れ
か
ら
 

の
課
題
で
あ
ろ
う
。
 

硫
酸
バ
リ
ウ
ム
粒
子
の
粗
、
 

細
が
臨
床
で
検
討
さ
れ
て
い
る
 

が
、
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
粒
 

子
径
の
範
囲
で
は
固
結
に
よ
る
 

便
秘
は
低
濃
度
剤
よ
り
高
濃
度
 

剤
の
方
が
増
え
る
こ
と
は
否
め
 

な
い
。
高
濃
度
化
に
伴
う
便
秘
 

問
題
は
避
け
て
通
れ
な
い
課
題
 

の
よ
う
に
思
う
。
 

従
つ
て
添
加
物
に
固
結
を
防
 

ぐ
物
質
の
探
求
が
必
要
。
し
か
 

し
腸
の
蠕
動
と
分
秘
は
限
ら
れ
 

た
枠
内
に
あ
る
か
ら
、
こ
の
添
 

加
物
は
粘
稠
剤
と
い
う
意
義
か
 

ら
離
れ
、
個
人
差
を
考
慮
す
る
 

た
め
薬
剤
と
な
る
場
合
が
考
え
 

ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
添
加
剤
 

に
組
み
入
れ
る
こ
と
が
望
ま
-

い
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
 
こ
の
探
 

求
は
改
良
を
追
求
し
、
半
永
久
 

的
な
も
の
と
な
ろ
う
。
 

I
今
後
、
バ
リ
ウ
ム
濃
度
、
 

拡
散
性
、
附
着
性
の
よ
い
も
の
 

が
技
術
的
に
開
発
さ
れ
る
か
 

バ
リ
ウ
ム
粒
子
径
の
検
討
、
 

添
加
剤
の
進
歩
に
よ
り
開
発
さ
 

れ
る
と
考
え
る
。
さ
ら
に
、
化
 

学
的
に
硫
酸
バ
リ
ウ
ム
の
分
子
 

3̂30

 4を
考
え
て
こ
の
分
子
に
 

他
の
分
子
を
結
合
あ
る
い
は
付
 

加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
︱
 

い
化
合
物
を
生
成
し
、
濃
度
を
 

上
げ
て
も
便
秘
な
ど
の
副
作
用
 

を
緩
和
さ
せ
る
こ
と
が
夢
で
は
な
 

い
か
も
し
れ
な
い
。
同
時
に
受
 

診
者
側
に
も
空
腹
状
態
の
保
持
 

だ
け
で
は
な
く
、
先
行
処
置
の
 

採
り
入
れ
も
必
要
と
な
る
の
で
 

は
な
か
ろ
う
か
。
 

X線
テ
レ
ビ
は
走
査
線
が
現
 

在
の
四
倍
、
一
一
、
〇
〇
〇
本
以
 

上
と
な
ろ
う
。
I
 

， I
や
丁

 V 
系
の
改
良
に
よ
り
フ
ィ
ル
ム
診
 

断
が
0ぉ
丁
診
断
に
移
行
さ
れ
 

る
の
は
必
至
。
 

撮
像
管
も
固
体
撮
像
素
子
に
 

移
行
、
回
路
信
号
の
デ
ジ
タ
ル
 

化
と
合
せ
て
画
像
処
理
に
種
々
 

の
機
能
が
追
加
さ
れ
よ
う
。
八
 

I
 (人
工
知
能
)手
法
を
駆
使
 

し
た
自
動
診
断
へ
と
進
展
す
る
 

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
 

現
在
考
え
ら
れ
、
実
用
化
さ
 

れ
た
デ
ジ
タ
ル
化
方
式
は
表
3
 

の
四
つ
に
大
別
さ
れ
る
。
 

八
は
X線
を
直
接
ィ
メ
︱
ジ
 

ン
グ
プ
レ
︱
ト
等
で
受
け
、
デ
 

ジ
タ
ル
信
号
と
し
て
取
出
し
、
 

フ
ィ
ル
ム
や
0
尺
丁
上
に
表
示
 

で
き
る
じ
8方
式
。
 

8は
X線
ビ
︱
ム
を
狭
い
ス
 

リ
ッ
ト
状
に
放
射
し
、
放
射
線
 

セ
ン
サ
︱
で
受
光
さ
せ
画
像
を
 

構
成
す
る
5101；
8831111̂
 

じ
は
従
来
透
視
専
用
に
使
用
 

し
て
い
た
I
 
， 1

 +

 丁

 V
の
出
 

力
信
?̂デ
ジ
タ
ル
化
す
;̂::式
。
 

0
は
い
つ
た
ん
フ
イ
ル
ム
こ
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影にご使用いただけます。 

。ド-!
3
は0ドの優れた写真特性を基本にポリエステル 

ベースを採用し、集団検診の作業能率向上に役立つ 
長尺卷きの1丄スポットカメラ専用のオルソフイルム 

です。 

05は被曙線量を軽減し、超高感度を誇るミラーカメラ 
専用の才ルソフィルムです。 
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都 県 
だ よ り 

栃 木 県 版 

【
町
村
を
五
群
に
分
轄
 

推
進
体
制
も
全
面
改
組
 

度
の
受
診
率
の
平
均
が
一
七
劣
、
 

最
高
一
一
〇
.一
一
一
も
最
低
一
 

五
一̂
一

 劣
の
五
町
一
村
に
は
、
 

六
十
六
年
度
の
目
標
一
一
五
，
五
 

劣
、
対
六
十
一
年
度
の
一
，
五
 

倍
を
目
標
に
し
た
。
同
様
に
平
 

均
一
二
.
三
劣
の
六
市
一
四
町
 

一
一
村
は
目
標
一
一
二
 二

 

一

^
で

一
 

，
八
倍
。
平
均
七
，
七
の̂
五
 

巿
九
町
一
村
は
目
標
一
八
，
五
 

劣
で
一
一
，
五
倍
、
平
均
四
，
一
一
 

の̂
一
巿
四
町
は
目
標
一
五
^
 

一
劣
で
三

五̂
倍
と
市
町
村
の
 

実
伏
に
応
じ
た
目
標
設
定
を
し
 

て
、
受
診
率
の
向
上
を
は
か
ろ
 

う
と
し
て
い
る
。
 

が
ん
集
検
協
議
会
の
設
立
 

こ
れ
ま
で
の
「
栃
木
県
胃
集
 

検
の
つ
ど
い
」
と
「
栃
木
県
子
 

宮
が
ん
対
策
協
議
会
」
を
発
展
 

的
に
解
消
。
新
た
に
「
栃
木
県
 

が
ん
集
検
協
議
会
」
を
設
立
し
 

た
。
会
長
は
小
山
靖
夫
，
栃
木
 

県
立
が
ん
セ
ン
タ
︱
15。
部
 

会
は
消
化
器
検
診
部
会
(
部
会
 

長
志
賀
信
雄
，
栃
木
県
保
健
衛
 

生
事
業
団
理
事
長
)
、
婦
人
科
 

検
診
部
会
(
部
会
長
中
山
博
之
 

，
母
性
保
護
医
協
会
栃
木
県
支
 

部
長
)
、
教
育
研
修
部
会
(
部
 

会
長
笹
川
道
三
，
栃
木
県
立
が
 

ん
セ
ン
タ
︱
副
院
長
)
の
三
部
 

会
を
設
け
た
。
 

教
育
研
修
部
会
は
成
人
病
.̂
 

珍
管
理
指
導
協
議
会
で
実
施
す
 

る
が
ん
集
検
従
事
者
の
研
修
を
 

1す
る
が
、
現
在
年
度
内
実
 

施
に
向
け
て
具
体
的
な
準
備
を
 

し
て
い
る
。
協
議
会
独
自
の
研
 

修
は
保
健
婦
や
検
診
事
務
担
当
 

者
を
対
象
と
し
て
行
う
。
 

今
後
、
肺
が
ん
検
診
部
会
、
 

乳
が
ん
検
診
部
会
の
設
置
も
検
 

討
中
で
、
県
内
の
が
ん
集
検
全
 

般
に
対
応
で
き
る
体
制
を
作
つ
 

て
、
集
検
技
術
や
受
診
率
の
向
 

上
を
は
か
り
た
い
と
し
て
い
る
。
 

実
施
機
関
連
絡
協
の
設
立
 

「
栃
木
県
が
ん
集
検
協
議
会
」
 

の
設
立
に
と
も
な
い
、
こ
れ
ま
 

で
「
栃
木
県
胃
集
検
の
つ
ど
い
」
 

の
部
会
活
動
と
し
て
設
置
さ
れ
 

て
い
た
「
集
団
検
診
実
施
機
関
 

部
会
」
が
廃
止
さ
れ
た
の
で
、
 

県
内
の
実
施
機
関
の
六
機
関
に
 

よ
り
「
栃
木
県
集
団
検
診
実
施
 

機
関
連
絡
協
議
会
」
を
設
立
。
 

十
月
一
日
に
設
立
総
会
を
開
催
 

し
て
、
会
長
に
志
賀
信
雄
，
栃
 

木
県
保
健
衛
生
事
業
団
理
IX、
 

副
会
長
に
宮
崎
柏
，
済
生
会
宇
 

都
宮
病
院
長
を
選
出
し
た
。
 

ム
遂
の
活
動
予
定
と
し
て
 

一
、
検
診
運
営
上
の
諸
問
題
の
 

検
討
 

一
一
、
集
検
の
維
持
向
上
の
研
究
 

三
、
検
診
料
金
適
正
化
 

の
検
討
な
ど
を
決
め
た
。
 

栃
木
県
内
に
は
十
一
の
検
診
 

機
関
が
あ
る
が
、
市
の
保
健
セ
 

ン
タ
I
が
直
営
し
て
い
る
機
関
 

が
ー
一
、
施
設
検
診
専
門
の
機
関
 

が
三
で
、
こ
れ
ら
を
除
い
た
集
 

検
車
に
よ
る
検
診
を
実
施
し
て
 

い
る
六
機
関
で
協
議
会
を
設
立
 

し
た
も
の
で
、
こ
れ
ら
の
組
識
 

が
相
互
に
連
携
し
て
機
能
を
発
 

揮
す
る
こ
と
に
よ
り
、
栃
木
県
 

の
集
検
が
推
進
さ
れ
る
。
 

(
栃
木
県
保
健
衛
生
事
業
団
 

企
画
課
長
山
根
則
幸
)
 

昭
和
六
十
一
年
度
(
六
十
年
 

一
一
月
一
日
か
ら
六
十
1年
三
月
 

三
十
一
日
ま
で
十
四
ヶ
月
間
)
 

の
事
業
報
告
は
九
月
一
一
十
六
日
 

新
潟
市
で
開
催
し
た
六
十
一
一
年
 

度
第
一
回
(
新
会
計
年
度
)
総
 

会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
。
 

概
要
は
次
の
通
り
、
 

1
常
任
世
話
人
会
の
開
催
三
回
 

2
世
話
人
会
の
開
催
三
回
 

3
総
会
の
開
催
二
回
二
回
 

4
学
術
講
演
会
の
開
催
三
回
 

5保
健
婦
部
会
 

山
第
15回
保
健
婦
研
修
会
の
 

ぼ
保
健
婦
セ
ミ
ナ
︱
の
開
催
 

九
回
 

6
放
射
線
技
師
部
会
 

山
消
化
管
撮
影
技
術
研
修
会
 

の
開
催

 

二
回
 

②
第
一
一
回
放
射
線
装
置
等
の
 

昭
和

年̂
度
総
会
議
事
 

中
心
議
題
は
会
費
改
訂
 

本
会
の
総
会
議
事
手
続
き
は
 

各
部
会
、
委
員
会
か
ら
の
報
告
 

並
び
に
提
案
事
項
を
企
画
81
 

会
議
で
協
議
、
原
案
を
決
定
し
 

せ
ん
が
ね
。
腕
と
学
問
は
天
下
 

一
品
。
評
判
は
大
奥
ま
で
き
こ
 

え
て
い
る
と
言
う
こ
と
で
す
ぜ
。
 

隠
居
あ
あ
、
武
庵
先
生
な
 

ら
わ
た
し
も
知
つ
て
い
る
よ
。
 

も
の
の
見
方
の
鋭
い
柳
田
の
邦
 

男
さ
ん
も
手
放
し
で
褒
め
て
ま
 

す
よ
。
 

熊
さ
ん
な
あ
ん
だ
、
ご
存
 

知
だ
つ
た
ん
で
す
か
。
そ
れ
じ
 

飲
む
ほ
ど
に
酔
う
ほ
ど
に
う
ま
 

い
酒
だ
つ
た
ん
で
す
よ
。
肴
も
 

よ
か
っ
た
が
、
話
が
ま
た
よ
か
 

つ
た
。
武
庵
先
生
は
街
医
者
だ
、
 

街
医
者
だ
と
謙
遜
し
て
ま

、̂
 

話
が
、
い
の
臓
に
ぐ
ぐ
つ
と
浸
み
 

透
る
と
こ
ろ
が
い
い
。
学
者
面
 

し
た
の
や
法
眼
面
し
た
の
が
多
 

い
世
の
中
だ
け
ど
、
一
つ
し
か
 

ね
え
命
を
預
け
る
の
な
ら
武
庵
 

真
を
写
す
あ
れ
。
 

隠
居
あ
あ
、
あ
れ
か
ね
。
 

い
い
こ
と
に
は
ち
が
い
な
い
が
 

齢
を
と
る
と
大
義
な
も
ん
で
す
 

よ
。
右
を
向
け
、
左
を
向
け
、
 

腹
ば
い
に
な
れ
、
背
中
を
下
に
 

し
ろ
だ
ろ
う
。
 

熊
さ
ん
そ
れ
、
そ
れ
で
す
 

よ
。
武
庵
先
生
は
六
十
歳
以
上
 

の
老
年
に
命
令
し
て
も
、
う
ま
 

街
医
者
の
気
く
ば
り
 

や
あ
話
が
早
い
つ
て
な
も
ん
だ
。
 

瞜
居
熊
さ
ん
、
何
の
話
か
 

知
ら
な
い
が
、
武
庵
先
生
は
剣
 

道
五
段
、
居
合
道
六
段
だ
か
ら
 

お
か
し
な
話
な
ら
や
め
と
き
な
 

さ
い
よ
。
 

熊
さ
ん
い
や
、
そ
れ
が
な
 

ん
で
す
よ
ご
隠
居
。
こ
の
間
、
 

品
川
で
武
庵
先
生
と
ー
盃
や
る
 

こ
と
に
な
つ
ち
や
い
ま
し
て
ね
。
 先

生
み
た
い
な
医
者
が
い
い
や
 

ね
。
 

隠
居
熊
さ
ん
よ
。
一
人
で
 

感
激
し
て
な
い
で
、
何
が
ど
う
 

し
た
ん
だ
ね
。
早
く
話
し
て
み
 

な
さ
い
よ
。
 

熊
さ
ん
ご
隠
居
、
近
頃
胃
 

の
が
ん
も
早
く
見
つ
け
れ
ば
治
 

る
と
言
う
で
し
よ
。
そ
の
見
つ
け
 

方
。
小
さ
な
間
接
ェ
レ
キ
の
写
 

く
体
が
動
か
な
い
か
ら
小
さ
な
 

写
真
じ
ゃ
あ
、
が
ん
を
ど
ん
び
 

し
や
り
と
見
つ
け
る
写
真
は
写
 

せ
な
い
と
言
う
ん
だ
。
「
が
ん
 

を
見
逃
し
た
ら
何
ん
に
も
な
ら
 

ん
か
ら
な
あ
」
と
独
り
ご
と
の
 

よ
う
に
言
っ
て
、
酒
を
舐
め
る
 

よ
う
に
飲
ん
で
る
ん
で
す
よ
。
 

ご

隠

居

、

す

か

。

わ
 

し
は
ね
、
武
庵
先
生
き
て
、
 

れ
が
医
者
だ
と
思
い
や
し
た
ね
。
 

思
わ
ず
胸
の
あ
た
.̂;：
6、

 

^
つ
 

と
き
て
鼻
水
が
出
ち
ま
っ
て
ね
。
 

隠
居
汚
た
ね
え
野
郎
だ
な
 

あ
。
 

熊
さ
ん
そ
れ
で
武
庵
先
生
 

が
ね
。
六
十
歳
以
上
の
老
人
に
 

は
直
接
の
大
写
真
で
な
け
れ
ば
 

だ
め
だ
と
思
う
ん
で
、
い
ま
そ
 

れ
を
や
る
よ
う
に
、
あ
ち
こ
ち
 

で
話
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
と
言
 

う
ん
で
す
ね
。
 

ね
え
、
ご
隠
居
。
嬉
し
い
じ
 

や
な
い
で
す
か
。
こ
の
気
く
ば
 

り
。
人
間
の
命
の
大
切
さ
を
手
 

塩
か
け
る
と
は
こ
の
こ
と
で
や
 

ん
し
ょ
。
 

隠
居
そ
り
や
あ
い
い
話
だ
。
 

ど
う
し
て
小
さ
な
写
真
を
写
す
 

の
か
。
大
き
な
写
真
で
な
け
り
 

や
な
ら
な
い
の
か
。
が
ん
を
見
 

つ
け
る
こ
と
ば
か
り
に
夢
中
に
 

な
っ
て
い
て
、
人
間
の
命
の
重
 

さ
、
尊
さ
を
忘
れ
て
い
る
医
者
 

が
少
な
く
な
い
か
ら
な
。
 

熊
さ
ん
マ
テ
リ
ャ
ル
だ
つ
 

糞
く
ら
え
だ
。
パ
ッ
カ
。
 

常
任
世
話
人
会
、
世
話
人
会
の
 

88を
経
て
総
会
の
承
認
を
求
 

め
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。
 

(議
題
ー
〉
昭
和

年̂
度
事
業
 

並
び
に
決
算
報
告
，
原
案
通
り
 

承
認
さ
れ
た
。
 

(
議
題
2
:
1
第
お
回
地
方
会
総
 

会
有
森
正
樹
会
長
の
準
備
経
過
 

報
告
"
期
日
、
昭
和
3
年
2
月
 

"日
。
会
場
、
東
京
大
手
町
日
 

経
ホ
︱
ル
。
特
別
講
演
、
遠
藤
 

周
作
氏
予
定
。
以
上
の
通
り
承
 

実
態
調
査
の
実
施
 

第̂
十
九
回
部
会
総
会
の
開
 

催
(
宇
都
宮
市
)
 

ゆ
日
本
放
射
線
機
器
工
業
会
 

と
の
協
同
研
究
 

施̂
設
見
学

 

二
回
 

7実
施
機
関
部
会
 

実
態
調
査
，
精
度
管
理
研
究
 

班
で
は
、
五
十
六
年
度
の
胃
 

集
検
精
度
実
態
調
査
報
告
書
 

の
作
成
、
配
布
，
五
十
九
年
 

度
同
調
査
の
報
告
書
の
作
成
 

に
つ
い
て
協
議
 

運
営
効
率
化
研
究
班
で
は
胃
 

集
検
モ
デ
ル
料
金
設
定
作
業
 

の
継
続
 

8企
画
調
整
会
議
 

本
会
運
営
の
基
本
事
項
協
議
 

9財
務
委
員
会
 

予
算
、
決
算
の
検
討
 

^
編
集
委
員
会
機
関
紙
発
行
 

認
さ
れ
た
。
 

(議
題
3〕
第

回̂
地
方
会
総
 

会
の
準
備
経
過
報
告
，
会
長
、
 

長
野
県
医
師
会
長
(
氏
名
未
定
)
。
 

期
日
、
昭
和
？
2年
9月
お
日
。
 

以
上
の
通
り
承
認
さ
れ
た
。
 

(
議
題
4
0
第
お
回
地
方
会
総
 

会
の
会
長
選
任
，
日
大
栗
原
竜
 

太
郎
助
教
授
が
選
任
さ
れ
た
。
 

(議
題
5:1第

回̂
地
方
会
総
 

会
の
会
長
選
任
，
山
梨
県
医
師
 

会
長
と
な
る
予
定
と
報
告
。
 

(
議
題
6
〉
会
費
改
訂
，
一
面
 

記
載
の
通
り
承
認
さ
れ
た
。
 

(
議
題
7
:
1
常
任
世
話
人
，
世
 

話
人
の
移
動
と
追
加
，
別
項
の
 

通
り
承
認
さ
れ
た
。
以
上
 

第

回̂
消
化
管
撮
影
 

技
術
研
修
会
 

消
化
管
撮
影
技
術
研
修
委
員
会
で
は
左
記
の
要
領
で
、
 

第

回̂
消
化
管
撮
影
技
術
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

会
員
並
び
に
関
係
者
に
は
、
直
接
案
内
を
郵
送
し
ま
し
 

た
が
、
胃
集
検
実
施
機
関
の
放
射
線
技
師
の
み
な
ら
ず
病
 

院
、
診
療
所
の
勤
務
技
師
も
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。
 

今
回
は
第

回̂
記
念
と
し
て
一
一
重
造
影
法
の
開
発
者
白
 

壁
彦
夫
，
早
期
胃
癌
検
診
協
会
中
央
診
療
所
長
の
特
別
講
 

演
を
行
い
ま
す
。
 

期
日

昭̂
和
8年
2月

〜̂

日̂
1:4泊
5日
合
宿
制
)
 

会
場

千̂
葉
県
厚
生
年
金
休
暇
セ
ン
タ
̶
 

受
講
資
格
，
診
療
放
射
線
技
師
ま
た
は
診
療
X線
技
師
 

問
合
せ
先
.
国
立
が
ん
セ
ン
タ
̶
加
藤
博
之
 

電
18三
I五
四
一
,一
五
一
一
 

常
任
世
話
人
 

新
任
 

佐
藤
和
子
(
川
崎
市
が
ん
検
診
 

セ
ン
タ
̶
)
、
酒
寄
武
陽
(
埼
 

玉
県
対
が
ん
協
会
)
、
宮
崎
柏
 

(
済
生
会
宇
都
宮
病
院
)
、
藤
 

井
彰
(
癌
研
付
属
病
院
)
 

退
任
 

小
島
三
保
子
(
東
京
都
中
部
総
 

合
精
神
衛
生
セ
ン
タ
I
〕
、
上
 

沢
進
(
栃
木
県
)
 

ど
う
田
53う
 

俳
優
宇
野
重
吉
七
十
三
竭
 

肺
が
ん
手
術
後
の
か
ら
だ
を
 

ト
ラ
ッ
ク
に
揺
ら
れ
な
が
ら
 

旅
公
演
に
い
の
ち
を
か
け
て
 

い
る
。
行
程
一
一
万
キ
ロ
。
行
 

く
先
ざ
き
で
、
医
師
の
治
療
 

を
う
け
、
暇
が
あ
れ
ば
横
臥
 

の
毎
日
で
あ
る
。
 

リ
ハ
ビ
リ
テ
I
シ
ヨ
ン
つ
 

て
い
う
の
は
人
に
よ
つ
て
個
 

性
が
あ
つ
て
い
い
。
僕
の
場
 

合
は
仕
事
だ
が
、
そ
れ
が
喜
 

び
で
も
あ
り
、
気
分
転
換
で
 

も
あ
り
、
毎
日
毎
日
が
新
鲜
 

な
感
じ
で
迎
え
ら
れ
る
条
件
 

を
持
っ
て
い
る
。
と
は
宇
野
 

さ
ん
の
話
〔
2！
；
！
；
に
丁
V〉
 

せ
舌
人
 

ゼ
-115

 ノ
 

ぎ
任
 

松
岡
昭
(
葛
飾
区
医
師
会
)
、
 

片
山
一
郎
(
栃
木
県
医
師
会
)
 

家
崎
智
(
群
馬
県
健
康
づ
く
り
 

財
団
対
ガ
ン
事
業
部
)
、
家
崎
 

智
(
群
馬
県
医
師
会
)
、
伊
藤
 

喜
明
(
長
野
県
医
師
会
)
、
藤
 

島
弘
道
(
長
野
県
衛
生
部
)
、
 

豊
田
元
繁
(
長
野
県
成
人
病
予
 

防
協
会
)
、
今
村
清
子
(
横
浜
 

551市
民
病
院
)、
玉
置
扶
美
 

(
横
浜
市
立
市
民
病
院
)
、
小
 

島
三
保
子
(
前
出
)
、
仲
間
秀
 

典
(
信
州
大
学
医
学
部
)
、
清
 

水
善
次
(
松
代
病
院
)
 

退
任
 

佐
伯
克
己
(
葛
飾
区
医
師
会
)
 

大
西
幸
雄
(
栃
木
県
医
師
会
)
 

大
田
武
史
(
群
馬
県
健
康
づ
く
 

り
財
団
対
ガ
ン
事
業
部
)
、
大
 

田
武
史
(
群
馬
県
医
師
会
)
、
 

斎
藤
君
枝
(
茨
城
県
)
、
城
下
 

知
夫
(
長
野
県
医
師
会
)
、
岩
 

波
篤
雄
(
長
野
県
衛
生
部
)
、
 

±
3？
午
郎
(長
野
県
成
人
病
予
 

德
会
)
 

熊
さ
ん
林
間
に
紅
葉
を
焚
 

い
て
酒
を
温
む
の
季
節
に
な
り
 

や
し
た
な
。
ご
隠
居
。
 

隠
居
し
ゃ
れ
た
こ
と
を
申
 

す
じ
ゃ
あ
な
い
か
。
仕
入
れ
先
 

は
ど
こ
だ
ね
。
 

熊
さ
ん
ど
こ
だ
と
思
い
や
 

す
。
河
岸
を
ち
い
つ
と
か
え
て
 

品
川
と
言
っ
た
-.?う
し
や
す
。
 

隙
居
何
だ
い
熊
さ
ん
。
お
 

前
さ
ん
土
蔵
相
模
ま
で
足
を
の
 

ば
し
た
ん
か
ね
。
 

熊
さ
ん
ご
隠
居
は
す
ぐ
そ
 

れ
だ
か
ら
や
ん
な
つ
ち
や
う
。
 

隠
居
粋
筋
じ
ゃ
あ
な
い
と
 

で
も
言
う
の
か
ね
。
 

熊
さ
ん
当
り
、
当
り
、
大
 

当
り
で
さ
あ
。
実
は
ね
、
大
き
 

な
声
で
は
言
え
ま
せ
ん
が
ね
。
 

隠
居
そ
れ
だ
け
大
声
を
出
 

せ
ば
バ
ァ
さ
ん
の
耳
に
も
入
つ
 

て
ま
す
よ
。
 

熊
さ
ん
品
川
に
ね
、
鈴
木
 

武
庵
さ
ん
と
言
う
街
医
者
が
い
 

る
ん
で
す
よ
。
格
式
は
あ
り
ま
 

現
状
と
受
診
率
向
上
策
 

栃
木
県
の
老
健
法
に
基
づ
く
 

六
十
一
年
度
の
胃
が
ん
検
診
受
 

診
者
数
は
四
八
、
四
一
一
六
人
、
 

対
象
人
口
の
九
.七

で̂
、
前
 

年
度
比
〇

七̂
※
増
。
市
部
が
 

八
，
八

、̂
町
村
部
で
一
一
，
 

一
劣
で
あ
っ
た
。
 

県
は
こ
の
実
績
を
背
景
に
保
 

健
事
業
第
一
一
次
五
ケ
年
計
画
を
 

策
定
し
た
。
胃
が
ん
検
診
は
六
 

十
一
一
年
度
の
受
診
者
数
五
万
八
 

千
人
、
受
験
率
 

一
一
^
五
X
。
 

六
十
六
年
度
は
十
一
万
人
と
一
一
 

0̂
を
目
標
と
す
る
。
国
の
計
 

画
に
下
回
る
が
県
の
現
状
を
勘
 

案
し
た
現
実
的
計
画
で
あ
る
。
 

計
画
達
成
の
た
め
に
、
市
町
 

村
を
五
群
に
分
け
、
六
十
一
年
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'システム2000内視鏡は 

スコープ全体が防水型になりました。 

操作性能をさらに向上させました。 

光学系はより明るくシャープになり 

ました。 

富 士 写 稾 光 機 桄 ^ 会 社 
〒330埼玉県大宮市植竹町1丁目324番地 
正し.（[^昍ル〗^"^大代表） 

札模^名古屢，大阪，広島，福闲 

0 印 進 化 諭 
よりパーフヱタトに、より使I 、やすぐ。 

0お10を世に問うこと3年。いま再び-オリンハスは， 

より高次元の』り完氅な内視綾「0ビ520」を生み出しました。 

0ど510に吋していただいた先生方のたくさんのご寒見を検̂分析。 

内部構造、部品のひとつひと1見直し原点に戻り徹底的に改良を加えましな 

格段に向ト丄た操作性、光学性.挿人性、生検狙擎能一⋯。 

すべてにおいて,進化を遂げた内視銷。それが、ォリンパス0ぉ20て寸。 
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1ュ光学ェ顯槐式会ネ1 
II壳元株式会社オリンバス 

(成分〕19中水^性ァズレン⋯3^ 〔効能'効粟〕下記疾患における自赏症状及び他覚所見〔包装〕1009、500？、ゆ9、3り、5お及び24(0.67^3X1,000枚の分包包装) 

いグルタミン⋯990^ の改善、胃炎、胃;'貴癌、十二指腸瀵痛 1.5^(0.59X3X1,000枚の分包包装）34(19X3X1,000枚の分包包装） 

健 保 適 用 
タ ） ゼ リ で 新 薬 工 業 株 式 会 社 

東 京 都 中 央 区 日 本 楝 小 舟 町 1 0 - II 

製造元 

、 寿 製 薬 株 式 会 社 
一 匸 長 野 県 坂 城 町 6 3 5 I 

胃炎，胃潰瘍などの消炎と組織修復などに 
消 炎 性 抗 澳 瘍 剤 

5 0 3 ^ 1 3 

会
 

鼷
 

卖
 

第
 

岐
阜
大
学
土
井
偉
誉
教
授
が
間
接
X
線
撮
影
法
の
真
髄
 

を
披
涯
す
る
名
講
演
を
行
い
参
加
者
に
深
い
感
銘
ん
な
一
 

十
一
月
士
一
日
、
高
松
市
で
開
催
さ
れ
た
第
一
一
回
集
検
 

従
事
者
研
修
会
で
行
つ
た
も
の
で
、
間
接
胃
X
線
撮
影
は
 

か
く
あ
る
べ
し
、
と
簡
明
直
截
に
述
べ
た
も
の
で
、
切
れ
 

味
の
鋭
さ
は
出
色
圧
巻
で
あ
つ
た
。
 

土
井
教
授
の
講
演
を
要
約
す
 

る
と
、
間
接
胃
X
線
撮
影
の
技
 

術
論
の
前
に
日
本
消
化
器
集
検
 

2が
発
表
し
た
「
胃
集
検
問
 

接
撮
影
の
基
準
」
は
こ
の
通
り
 

撮
影
し
て
い
れ
ば
そ
れ
で
よ
し
 

で
は
な
く
、
こ
の
基
準
の
基
本
 

的
な
考
え
方
と
成
り
立
ち
を
熟
 

知
す
る
必
要
が
あ
る
と
言
う
こ
 

と
で
あ
る
。
 

土
井
教
授
は
以
前
か
ら
一
一
重
 

造
影
法
の
X
線
写
真
を
悪
く
し
 

た
の
は
胃
集
検
で
あ
る
と
、
厳
 

し
い
指
摘
を
し
て
い
る
。
こ
れ
 

は
一
一
重
造
影
法
と
は
何
か
を
十
 

分
理
解
し
な
い
で
、
形
式
的
に
 

学
会
基
準
撮
影
を
行
つ
て
い
る
 

と
こ
ろ
か
ら
派
生
し
て
い
る
問
 

題
と
も
考
え
ら
れ
る
。
 

そ
れ
だ
け
に
、
今
回
の
講
演
 

で
は
、
ま
ず
「
間
接
X
線
に
よ
 

る
胃
癌
検
診
の
歩
み
」
を
取
り
 

上
げ
、
そ
の
上
で
学
会
の
示
し
 

た
基
準
は
胃
集
検
で
行
わ
れ
る
 

場
合
を
考
慮
し
た
妥
協
の
産
 

で
、
基
準
通
り
撮
影
し
て
 

か
ら
そ
れ
で
よ
い
も
の
で
は
な
 

い
と
し
、
そ
の
後
本
論
に
入
り
 

「
写
真
の
質
」
の
差
は
、
撮
影
 

者
の
知
識
と
努
力
に
よ
る
も
の
 

で
、
微
細
病
変
の
形
態
と
理
想
 

的
な
一
一
重
造
影
法
と
は
何
か
を
 

知
る
こ
と
が
「
質
の
よ
い
写
亩
ご
 

を
撮
る
基
礎
で
あ
る
と
し
た
。
 

最
後
に
、
撮
影
機
器
、
体
位
、
 

枚
数
な
ど
物
理
的
な
面
で
の
標
 

準
化
は
進
ん
で
い
る
が
、
「
写
 

真
の
質
」
の
標
準
化
は
進
ん
で
 

い
な
い
、
今
後
の
課
題
は
こ
れ
 

だ
と
鋭
く
指
摘
し
た
。
 

画
像
評
価
研
究
す
す
む
 

長
野
県
東
信
髴
の
会
 

胃
の
会
二
ュ
︱
ス

号̂
(；
：
 

月
1
日
発
行
)
に
よ
る
と
、
フ
 

ィ
ル
ム
検
討
は
四
月
の
第
一
回
 

以
来
七
施
設
で
五
02例
が
提
 

供
さ
れ
「
ノ
リ
」
、
「
流
出
」
 

な
ど
5点
満
点
法
で
主
観
的
に
 

評
価
し
て
い
た
が
、
採
点
者
に
 

バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る
た
め
、
総
得
 

点
比
較
法
を
次
の
よ
う
に
訂
正
 

し
た
。
 

即
ち
、
9人
で
評
価
し
、
5
 

点
が
4人
、
4点
が
4人
、
3
 

点
が
1人
と
す
る
と
計

点̂
、
 

満
点
が
お
点
だ
か
ら
お
点
割
る
 

第

回̂
記
念
放
射
線
技
師
部
会
 

山
岸
会
長
の
努
力
実
る
 

第

回̂
記
念
放
射
線
技
師
部
 

会
は
参
加
者
約
四
百
名
を
集
め
 

て
、
十
月
三
十
一
日
と
十
一
月
 

一
日
，
千
葉
県
館
山
市
で
盛
会
 裡

に
開
催
さ
れ
た
。
地
元
紙
の
 

「
房
日
新
聞
」
は
一
面
ト
ッ
プ
 

五
段
抜
き
で
大
々
的
に
報
道
、
 

千
葉
県
の
胃
集
検
の
推
進
に
絶
 

大
き
な
効
果
を
与
え
た
。
 

こ
れ
ら
は
山
岸
忠
好
会
長
，
 

(
安
房
医
師
会
病
院
技
師
長
)
 

が
全
県
下
の
病
院
、
検
診
機
関
 

な
ど
の
技
師
長
の
協
力
と
周
到
 

の
準
備
の
結
果
と
賞
賛
さ
れ
て
 

、
1る
。
 

点̂
で
四
捨
五
入
し
て
点̂
を
 

得
点
と
す
る
。
「
ノ
リ
」
の
評
 

価
は
組
み
合
わ
せ
の
影
響
が
大
 

き
く
、
黒
化
度
や
コ
ン
ト
ラ
ス
 

ト
に
も
同
様
の
傾
向
が
み
ら
れ
 

る
な
ど
問
題
が
あ
る
の
で
こ
れ
 

ら
を
改
善
し
な
が
ら
検
討
症
例
 

が
 
一
0
0
例
に
な
っ
た
ら
、
同
 

じ
フ
ィ
ル
ム
を
三
回
供
覧
、
満
 

点
の
一
一
重
造
影
フ
ィ
ル
ム
を
探
 

り
出
し
、
そ
の
フ
ィ
ル
ム
を
基
 

準
に
撮
影
レ
べ
ル
を
向
上
し
た
 

い
と
し
て
い
る
。
ガ
ン
バ
レ
\
 

槁
技
師
評
価
法
発
表
 

岐
阜
大
学
土
井
偉
誉
教
授
は
 

写
真
の
質
の
標
準
化
こ
そ
急
務
 

で
あ
る
と
提
言
(
別
項
参
照
)
 

し
て
い
る
が
、
第

回̂
記
念
放
 

射
線
技
師
部
会
で
、
東
京
医
大
 

霞
ケ
浦
病
院
墒
升
技
師
は
「
胃
 

X
線
写
真
の
評
価
法
(
第
一
報
)
 

を
報
告
。
過
去
十
年
間
の
一
一
次
 

検
診
受
診
者
五
四
三
名
に
つ
い
 

て
項
目
を
設
定
し
て
評
価
し
た
。
 

東
京
医
大
霞
ケ
浦
病
院
技
師
 

長
藤
田
良
三
は
、
自
分
の
技
師
 

室
か
ら
昭
和
六
十
年
に
海
老
名
 

博
行
技
師
を
西
大
宮
病
院
に
、
 

翌
六
十
一
年
、
中
沢
文
男
技
師
 

を
石
岡
医
師
会
病
院
に
、
田
 

畑
仁
技
師
を
郡
山
市
の
安
積
保
 

1に
転
出
さ
せ
た
。
三
技
師
 

と
も
左
遷
で
は
な
い
。
役
職
名
 

は
技
師
長
。
い
ず
れ
も
国
家
試
 

験
合
格
後
、
約
一
〇
年
、
東
京
 

医
大
霞
ケ
浦
病
院
で
は
主
役
級
 

で
あ
っ
た
。
 

藤
田
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
人
 

事
を
敢
行
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
 

藤
田
の
頭
の
中
に
は
、
こ
れ
か
 

ら
の
診
療
放
射
線
技
師
の
ラ
イ
 

フ
ス
タ
イ
ル
の
構
想
が
芽
生
え
 

て
お
り
、
い
っ
か
機
会
が
あ
つ
 

た
ら
実
行
し
て
み
ょ
う
と
そ
の
 

機
会
の
訪
れ
る
の
を
待
っ
て
い
 

の
だ
。
 

藤
田
構
想
を
技
師
の
立
場
か
 

ら
考
え
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
 

技
師
が
大
学
病
院
 

に
就
嗷
し
て
も
す
 

ベ
て
が
技
師
長
に
な
れ
る
わ
け
 

で
は
な
い
。
技
師
長
候
補
者
が
 

一
一
人
い
て
、
年
齢
的
に
競
合
し
 

た
場
合
、
一
人
が
技
師
長
に
な
 

れ
ば
他
の
一
人
は
技
師
長
に
な
 

る
機
会
を
失
つ
て
し
ま
う
。
後
 

輩
技
師
も
年
齢
が
接
近
し
て
い
 

小
病
院
は
優
秀
な
技
師
を
求
め
 

て
い
る
。
こ
の
格
差
を
埋
め
る
 

に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
。
こ
 

こ
か
ら
構
想
が
具
体
性
を
帯
び
 

て
き
た
。
そ
れ
を
図
示
す
る
と
 

別
図
の
よ
う
に
な
る
。
 

ま
た
、
大
学
病
院
の
立
場
か
 

つ
く
ろ
う
と
意
欲
を
燃
や
し
て
 

い
る
。
こ
の
構
想
が
実
現
す
れ
 

ば
藤
田
は
定
年
を
迎
え
た
と
き
 

こ
の
技
師
長
集
団
の
才
︱
ナ
︱
 

的
立
場
に
い
る
こ
と
に
な
る
。
 

定
年
後
の
技
師
長
が
年
金
を
補
 

う
た
め
安
い
袷
与
で
働
か
ざ
る
 

政
治
も
経
済
も
わ
か
る
 

技
師
# 

れ
ば
同
じ
こ
と
だ
。
 

給
与
の
面
か
ら
み
て
も
大
学
 

病
院
は
教
育
研
究
機
関
で
あ
る
 

か
ら
、
一
般
病
院
に
く
ら
べ
て
 

必
ず
し
も
よ
い
と
は
言
え
な
い
 

ば
か
り
か
、
大
学
病
院
に
い
て
 

は
救
済
す
る
道
が
な
い
。
技
師
 

が
こ
の
よ
う
な
状
況
に
置
か
れ
 

る
と
、
高
年
齢
化
す
る
に
つ
れ
 

て
、
勤
労
意
欲
が
薄
れ
て
.̂4。
 

一
方
、
検
診
セ
ン
タ
︱
や
中
 

長
 

藤
 

ら
み
る
と
、
技
師
を
終
身
雇
傭
 

に
し
て
お
い
て
、
一
|1羅
化
が
す
 

す
む
と
技
師
室
の
ム
︱
ド
が
沈
 

滞
し
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
な
 

事
例
は
い
く
ら
で
も
あ
る
。
 

藤
田
は
現
在
四
十
一
一
歳
。
定
 

年
ま
で
に
三
〇
名
の
技
師
長
を
 

を
得
な
い
姿
を
見
て
い
る
者
に
 

と
つ
て
、
藤
田
構
想
の
素
晴
し
 

さ
を
理
解
す
る
こ
と
に
手
間
、
 

暇
は
か
か
ら
な
い
だ
ろ
う
。
 

藤
田
は
転
出
さ
せ
た
技
師
長
 

と
そ
の
部
下
と
の
交
流
に
細
心
 

の
配
慮
を
払
つ
て
い
る
。
教
育
 

"遠調 
(中現 
(大規 

院 
摸） 
模） 

役職 肴 

機
関
で
あ
る
大
学
の
機
能
を
フ
 

ル
に
活
用
し
、
関
連
病
院
の
技
 

師
に
じ
丁
や
？
0八
の
技
能
習
 

得
の
便
を
図
つ
て
い
る
。
 

藤
田
の
も
う
一
つ
の
特
色
は
 

放
射
線
科
の
損
益
の
管
理
だ
。
 

0"̂
手
法
を
導
入
、
業
務
の
能
 

率
化
、
ロ
ス
フ
ィ
ル
ム
の
減
少
、
 

他
科
と
の
関
連
な
ど
詳
細
な
デ
 

︱
タ
を
と
つ
て
技
師
室
の
総
力
 

を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
 

決
し
て
技
術
バ
カ
で
は
な
い
。
 

大
き
い
梅
田
教
授
の
存
在
 

藤
田
が
放
射
線
技
師
に
は
珍
 

政
治
的
、
経
済
的
な
視
 

野
を
も
つ
の
は
、
こ
れ
ま
で
に
 

指
導
を
受
け
た
多
彩
な
先
輩
に
 

恵
ま
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
名
を
 

明
か
さ
な
い
が
、
そ
の
影
響
で
 

一
一
十
七
歳
の
と
き
都
議
会
議
員
 

に
立
候
補
し
た
こ
と
が
あ
る
。
残
 

念
な
が
ら
当
選
は
し
な
か
っ
た
 

が
、
こ
の
轾
験
で
得
た
も
の
は
 

小
さ
く
は
な
か
つ
た
よ
う
だ
。
 

東
京
医
大
に
就
職
す
る
前
に
 

勤
め
た
病
院
で
、
院
長
か
ら
病
 

院
の
基
礎
は
経
営
に
あ
り
、
社
 

会
と
経
済
の
動
向
に
精
通
し
て
 

い
な
け
れ
ば
い
い
医
療
は
で
き
 

な
い
と
た
た
き
込
ま
れ
た
こ
と
 

も
大
き
い
よ
う
だ
。
 

こ
れ
ら
の
経
験
を
持
つ
藤
田
 

を
拾
い
上
げ
て
今
日
あ
ら
し
め
 

た
の
は
、
な
ん
と
言
つ
て
も
霞
 

ケ
浦
病
院
の
放
射
線
科
部
長
梅
 

田
和
夫
教
授
で
あ
る
。
梅
田
が
 

い
な
け
れ
ば
、
今
日
の
藤
田
は
 

な
い
。
 

梅
田
は
学
生
の
頃
、
医
大
野
 

球
リ
ー
グ
で
東
京
医
大
チ
I
ム
 

の
名
補
手
と
し
て
声
名
を
ほ
し
 

い
ま
ま
に
し
た
。
イ
ン
サ
イ
ド
 

ヮ
︱
ク
と
野
手
を
手
足
の
よ
う
 

に
動
か
し
た
こ
と
は
、
い
ま
も
 

語
り
草
に
な
つ
て
い
る
。
霞
ケ
 

浦
病
院
の
放
射
線
技
師
室
は
 

「
梅
田
軍
団
」
と
呼
ば
れ
、
か
 

つ
て
の
霞
ケ
浦
航
空
隊
の
規
律
 

を
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
だ
よ
う
 

に
整
然
と
し
て
い
る
。
 

梅
田
は
豪
放
に
し
て
細
心
。
 

仕
事
の
と
き
は
研
究
室
と
称
す
 

る
寮
に
、
全
員
泊
り
込
み
で
し
ご
 

く
が
、
酒
を
飲
む
と
き
は
無
礼
 

講
で
全
員
ぶ
つ
倒
れ
き
ま̂
 

せ
る
。
職
階
に
上
下
は
つ
：
2；
？
い
。
 

こ
う
し
て
骨
太
の
技
師
が
育
つ
 

て
い
る
か
ら
、
人
事
口
，
'テ
ィ
 

シ
ョ
ン
も
0-0も
成
果
を
上
げ
 

て
行
く
。
放
射
線
技
師
に
と
つ
 

て
技
術
も
大
切
だ
が
、
こ
う
し
 

た
あ
り
方
も
学
ぶ
べ
ろ̂
う
。
 

(
文
中
敬
称
略
)
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地
域
の
人
々
の
姿
を
劇
に
し
て
 

村
内
一
一
五
地
区
で
、
夜
七
時
半
 

か
ら
九
時
半
ま
で
上
演
し
好
結
 

果
を
得
て
い
る
と
、
演
劇
そ
の
 

ま
ま
の
声
色
で
発
表
。
前
例
の
 

な
い
こ
の
出
来
事
に
あ
っ
け
に
 

と
ら
れ
て
い
た
参
加
者
も
、
そ
 

の
熱
演
ぶ
り
に
打
た
れ
て
、
会
 

場
が
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
-̂

送
っ
た
。
 

守
門
村
の
胃
集
検
受
診
率
は
 

五
十
九
年
が
五
一
一
，
八
、̂
六
 

十
年
が
六
七
，
八

と̂
驚
異
的
 

に
ー
咼
い
。
そ
の
陰
で
は
こ
の
よ
 

う
な
地
道
の
努
力
が
積
み
重
ね
 

ら
れ
て
い
る
の
だ
。
午
後
五
時
 

に
な
る
と
待
つ
て
い
た
と
ば
か
 

り
に
潮
の
引
く
よ
う
に
帰
つ
て
 

し
ま
う
都
会
の
保
健
婦
と
く
ら
 

ベ
る
ま
で
も
な
く
、
受
診
率
の
 

数
が
そ
の
実
態
を
物
語
っ
て
い
 

る
。
ま
た
、
胃
集
検
に
対
す
る
 

住
民
の
信
頼
度
ア
ン
ケ
ー
卜
調
 

査
で
住
民
の
声
を
き
き
、
胃
集
 

検
受
診
者
か
ら
は
胃
が
ん
死
亡
 

者
を
出
さ
な
い
。
こ
れ
が
胃
集
 

検
に
信
頼
感
を
も
た
せ
、
受
診
 

率
向
上
に
つ
な
が
る
と
の
こ
-̂
 

受
診
率
向
上
に
万
策
実
施
 ー~ 

千
葉
県
富
浦
町
の
生
稲
美
智
 

子
保
健
婦
は
、
長
年
胃
集
検
を
 

行
つ
て
い
る
割
に
は
胃
が
ん
死
 

亡
の
減
少
傾
向
が
は
つ
き
り
し
 

な
い
の
で
、
四
十
三
年
か
ら
六
 

十
一
年
ま
で
の
胃
が
ん
死
一
〇
 

七
例
に
つ
い
て
調
査
。
九
四
例
 

八
八

が̂
集
検
未
受
診
で
あ
る
 

こ
と
が
わ
か
り
、
「
が
ん
死
亡
 

ゼ
ロ
運
動
を
実
施
す
る
町
」
と
 

し
て
国
の
補
助
を
受
け
、
未
受
 

浦
 

富
 

診
者
一
掃
運
動
を
展
開
し
た
。
 

保
健
推
進
員
の
活
躍
、
管
理
 

台
帳
の
作
成
、
個
人
通
知
、
広
 

報
活
動
、
早
8診
、
送
迎
バ
 

ス
、
申
込
者
の
確
認
、
事
後
管
 

理
、
未
受
診
者
の
追
.̂
診
、
 

味
噌
汁
の
提
供
、
総
ん
昼
診
&
 

，
子
宮
，
肺
，
大
腸
が
ん
、
結
核
検
 

診
、
一
般
健
康
診
査
)で
き
る
こ
 

と
は
何
で
も
や
り
受
診
率
を
四
 

五
丄
ハ
劣
に
上
げ
た
。
 

一
年
か
ら
六
十
年
の
十
年
間
と
 

五
年
ず
つ
前
半
と
後
半
に
分
け
 

て
比
較
す
る
と
受
診
率
も
胃
が
 

ん
発
見
率
も
三
倍
に
な
つ
て
い
 

る
。
原
村
の
よ
う
な
小
規
模
人
 

口
で
の
胃
集
検
は
比
較
的
効
率
 

の
よ
い
検
診
が
可
能
と
中
村
さ
 

ん
は
言
う
。
 

保
健
婦
業
務
の
中
で
健
康
教
 

育
の
占
め
る
割
合
は
五

年̂
、
 

六
十
年
と
も
約
一
一
〇
。̂
五
十
 

七
年
か
ら
胃
集
検
の
モ
デ
ル
地
 

区
に
指
定
さ
れ
た
の
で
、
ガ
ン
 

の
健
康
教
育
は
主
に
夜
間
、
地
 

区
に
出
向
い
て
実
施
。
 

問
題
点
は
健
康
教
育
を
受
け
 

る
住
民
の
多
く
は
検
診
を
受
け
 

て
お
り
、
検
診
未
受
診
者
の
中
 

の
多
く
が
健
康
教
育
に
も
参
加
 

し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
反
省
点
 

と
し
て
は
、
行
政
の
一
方
的
な
 

健
康
教
育
に
な
つ
て
い
る
場
合
 

が
多
く
、
も
っ
と
個
を
尊
重
し
 

た
健
康
教
育
へ
の
対
応
を
考
慮
 

し
て
い
る
。
 

一
次
検
診
の
結
果
は
地
区
組
 

織
の
保
健
補
導
員
か
ら
要
精
検
 

者
に
配
付
。
精
検
受
診
者
の
う
 

ち
要
管
理
者
は
医
療
機
関
か
ら
 

保
健
婦
に
名
簿
が
郵
送
さ
れ
 

次
の
一
次
検
診
対
象
か
ら
除
 

れ
る
。
こ
れ
か
ら
の
展
望
と
し
 

て
は
、
一
回
の
検
診
で
確
定
診
 

断
が
で
き
る
こ
と
。
受
診
対
象
 

者
が
き
ち
ん
と
把
握
さ
れ
、
き
 

め
細
か
な
受
診
勧
将
六
か
不
可
欠
。
 

塀
の
中
の
懲
り
な
い
面
々
 

極
道
の
妻
た
ち
 

サ
ラ
ダ
記
念
日
 

今
回
は
最
近
、
ミ
リ
オ
ン
セ
 

ラ
︱
な
い
し
べ
ス
ト
セ
ラ
︱
に
 

な
っ
て
話
題
を
提
供
し
た
、
三
 

冊
を
と
り
あ
げ
た
が
、
こ
れ
ら
 

の
著
書
を
紹
介
し
ょ
う
と
す
る
 

も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
著
 

書
が
な
ぜ
読
者
に
受
け
入
れ
ら
 

れ
た
か
。
そ
の
背
景
、
時
代
世
 

相
を
朝
日
新
聞
の
清
水
克
雄
記
 

者
が
十
一
月
五
日
の
夕
刊
文
化
 

欄
で
「
大
国
気
分
の
時
代
I
 

八
一
一
︱
八
七
年
を
読
む
」
で
解
 

説
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
た
。
 

『
塀
の
中
』
は
、
「
だ
れ
も
彼
 

も
が
同
じ
よ
う
な
生
活
し
て
い
 

る
社
会
」
が
あ
る
と
見
て
「
逆
 

一
に
み
ん
な
の
心
の
ど
こ
か
に
異
 

，
質
な
も
の
に
ひ
か
れ
、
こ
わ
い
 

ア
ン
テ
ナ
を
鋭
敏
に
し
て
、
新
 

蛘
な
情
報
を
正
確
に
、
易
し
く
 

解
説
し
て
お
届
し
た
い
と
思
う
。
 

0公
開
討
論
も
激
変
す
る
医
療
 

技
術
の
一
端
を
演
者
の
ご
協
力
 

で
資
料
を
補
足
し
て
掲
載
す
る
 

こ
と
が
で
き
た
。
画
像
や
読
影
 

が
ー
一
十
一
世
紀
に
向
け
て
ど
う
 

変
化
す
る
か
。
未
来
像
が
浮
き
 

彫
り
で
き
た
ら
と
念
願
し
特
集
 

し
た
。
 

V地
方
に
は
熱
心
な
保
健
婦
さ
 

ん
が
い
る
。
こ
の
保
健
婦
さ
ん
 

の
姿
に
は
感
動
さ
せ
ら
れ
る
。
 

ご
健
闘
を
祈
り
た
い
。
 

0欲
を
言
え
ば
本
紙
に
会
員
の
 

声
を
溢
れ
さ
せ
、
会
員
の
会
員
 

に
よ
る
機
関
紙
に
し
た
い
。
 

大 
棒 

3 

寸-

俩 
院 人 

槻 

5(1 

せ 
都 
立 
築 
地 
庠 
院 即 

木 
信 
五 

神 
奈 
III 

県 
予 
防 
医 
学 
協 
会 

福 
田 

ジ 

東 
'？、 
都 
予 
防 
医 
学 
協 
会 

布 
市 
役 
所 

小 
林 
ュ 

问 
1 0 

貞 
市 

千 
葉 
県 
対 
が 
ん 
協 
会 

原 

厚 
生 
連 
長 
岡 
中 
央 
綜 
八 

病 
院 

神 
保 
勝 

東 
尕 
都 
江 
尸 
川 
区 
医 
師 
会 

|匕ヽ 

賀 

雄 

木 
県 
保 
健 
衛 
生 

ト于 1 

永 
田 

埼 
玉 
県 
成 
人 
辆 

診 
協 
議 
ム 

圈 

集 
委 
員 

秀 
孝 

即 
木 
信 
五 

神 
奈 
III 

県 
予 
防 
医 
学 
協 
会 

シ 

東 
'？、 
都 
予 
防 
医 
学 
協 
会 

キ 
子 

问 
1 0 

貞 
市 

敬 
治 

厚 
生 
連 
長 
岡 
中 
央 
綜 
八 

病 
院 

神 
保 
勝 

東 
尕 
都 
江 
尸 
川 
区 
医 
師 
会 

|匕ヽ 

賀 

雄 

木 
県 
保 
健 
衛 
生 

ト于 1 

き 

埼 
玉 
県 
成 
人 
辆 

診 
協 
議 
ム 

Vテ
レ
ビ
の
二
ュ
I
 

ス
で
が
ん
検
診
見
直
 

し
論
が
放
映
さ
れ
て
 

集
検
関
係
者
は
「
何
 

事
が
起
っ
た
か
」
と
、
 

驚
か
れ
た
の
で
は
な
 

か
ろ
う
か
。
日
本
癌
 

治
療
学
会
の
好
意
で
 

根
源
を
つ
き
と
め
、
徳
島
大
の
 

森
本
医
長
に
講
演
要
旨
を
提
供
 

し
て
い
た
だ
い
た
(
三
面
)
。
 

そ
の
結
果
、
2
8
仄
の
説
明
不
 

足
が
波
紋
を
巻
き
起
こ
し
た
と
 

判
明
し
た
。
 

Vこ
う
い
う
情
報
の
処
理
の
仕
 

方
は
本
紙
な
ら
で
は
の
特
色
で
 

は
な
か
ろ
う
か
。
集
検
情
報
の
 

本
紙
は
で
き
る
だ
け
多
く
の
読
者
の
ご
意
見
 

を
掲
載
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

投
稿
は
主
張
，
提
言
，
体
験
談
、
胃
集
検
情
 

報
な
ど
の
ほ
か
、
詩
、
短
歌
、
俳
句
、
写
真
 

な
ど
も
歡
迎
し
ま
す
。
 

投
稿
さ
れ
ほ
.15̂
 

締
切
は
と
く
に
設
け
ま
せ
ん
。
 

字
数
は
一
〇
〇
〇
字
程
度
。
 

編
集
部
で
要
約
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
 

お
礼
^
採
用
の
分
に
は
薄
謝
贈
呈
。
 

送
り
先
，
関
東
甲
信
越
地
方
会
編
集
委
員
会
 

こ
の
熱
意
に
学
ほ
う
 

学
会
発
表
に
声
色
 

第
お
回
関
東
甲
信
越
地
方
会
で
、
注
目
す
べ
き
保
健
婦
の
発
代
さ
ん
は
受
診
率
向
上
と
健
康
 

の

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

「

胃

集

検

付

表

が

あ

っ

た

。

教

育

の

た

め

に

、

三

年

未

受

診
 

加
価
値
の
向
上
を
目
指
し
て
」
新
潟
県
守
門
村
の
五
十
崑
松
者
全
員
訪
問
時
に
得
た
本
当
の
 

検
戦
略
 

：
村
の
事
例
 

中
村
さ
ん
は
業
績
報
告
の
中
 

で
、
保
健
婦
の
業
務
実
績
を
図
 

の
よ
う
に
五
十
五
年
か
ら
六
十
 

一
年
ま
で
各
年
度
毎
に
業
務
内
 

容
別
に
百
分
率
で
示
し
て
い
る
。
 

保
健
婦
数
は
五
十
五
年
と
五
十
 

九
年
を
除
い
て
一
一
人
。
稼
動
総
 

時
間
数
は
年
間
約
四
千
時
間
で
 

あ
る
。
 

こ
れ
は
業
績
測
定
の
物
指
の
 

よ
う
な
も
の
で
、
こ
れ
が
示
さ
 

れ
な
け
れ
ば
保
健
婦
活
動
の
実
 

際
を
評
価
す
る
こ
と
は
不
可
能
 

に
等
し
い
。
原
村
は
人
口
約
六
 

千
五
百
名
の
農
村
。
三
五
歳
以
 

上
の
老
健
法
の
受
診
対
象
者
は
 

約
一
一
千
五
百
名
。
六
五
歳
以
上
 

の
老
人
人
比
は
約
一
六
劣
。
 

現
行
の
が
ん
検
診
は
胃
集
検
 

だ
け
単
独
。
そ
の
他
は
セ
ッ
-

検
診
。
結
核
検
診
と
肺
が
ん
。
 

一
般
検
診
と
肺
が
ん
、
大
腸
が
 

ん
。
子
宮
が
ん
と
乳
が
ん
の
組
 

み
合
わ
せ
で
あ
る
。
 

胃
集
検
だ
け
を
見
る
と
五
十
 

も
の
見
た
さ
が
読
者
の
側
に
あ
 

つ
た
の
で
は
な
い
か
」
。
『
極
 

道
の
妻
』
は
無
意
識
の
う
ち
に
 

自
分
た
ち
と
は
違
う
「
顔
」
を
 

探
し
求
め
て
い
る
。
し
か
し
、
 

そ
う
し
た
「
異
端
」
も
「
ァ
ゥ
 

ト
サ
イ
ダ
︱
」
も
政
治
の
世
界
 

に
も
文
化
の
世
界
に
も
い
な
く
 

な
っ
て
い
る
。
「
顔
の
な
い
均
 

質
社
会
」
が
生
み
出
し
た
不
思
 

議
な
流
行
現
象
だ
っ
た
と
し
て
 

い
る
。
テ
レ
ビ
の
世
界
も
同
じ
 

よ
う
な
顔
の
タ
レ
ン
ト
ば
か
り
 

で
「
ス
タ
I」
は
消
え
て
し
ま
 

つ
た
。
マ
ド
ン
ナ
や
マ
イ
ケ
ル
 

ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
よ
う
な
「
ス
︱
 パ

︱
ス
タ
I」
は
外
側
か
ら
借
 

り
て
く
る
し
か
な
い
。
「
い
わ
 

ば
内
部
で
は
突
出
を
許
さ
な
い
。
 

と
い
う
の
が
い
ま
の
時
代
」
と
 

文
化
人
類
学
者
の
言
葉
を
添
え
 

て
い
る
。
 

『
サ
ラ
ダ
記
念
日
』
も
、
「
ち
 

よ
つ
と
だ
け
違
う
も
の
を
、
と
 

い
う
時
代
の
気
分
に
ぴ
っ
た
り
 

だ
つ
た
か
ら
だ
と
言
う
気
が
す
 

る
」
。
と
び
離
れ
た
異
質
さ
は
 

嫌
わ
れ
る
社
会
を
「
成
熟
し
た
 

社
会
」
と
見
る
か
、
「
陰
影
の
 

な
い
退
屈
な
社
会
」
と
見
る
か
 

と
記
者
は
提
言
し
て
い
る
。
と
 

こ
こ
に
現
代
が
あ
る
。
 

そ
の
上
で
胃
集
 

長
野
県
原
 

長
野
県
陬
訪
郡
原
村
。
昭
和
五
十
六
年
か
 

ら
六
十
年
の
胃
集
検
の
平
均
受
診
率
三
三
，
 

四
、̂
精
検
受
診
率
九
四
.七
、̂
胃
が
ん
発
 

見
率
〇
，
五
〇
三
劣
、
う
ち
早
期
が
ん
の
割
合
 

七
一
，
四
劣
。
見
事
な
成
績
と
言
う
ほ
か
は
 

な
い
。
第
一
一
0回
記
念
放
射
線
技
師
部
会
の
 

公
開
討
論
(
四
、
五
面
参
照
)
で
発
表
し
た
 

中
村
富
子
保
健
婦
の
要
旨
は
次
の
通
り
。
 

新
し
い
地
域
保
健
活
動
 

日
本
公
衆
衛
生
学
会
 

十
一
月
十
八
日
か
ら
一
一
十
日
 

ま
で
、
長
崎
市
で
第
四
六
回
日
 

本
公
衆
衛
生
学
会
が
開
催
さ
れ
 

自
由
集
会
の
中
に
「
健
診
結
果
 

か
ら
住
民
自
身
が
、
自
分
の
身
 

体
の
実
態
を
理
解
す
る
た
め
の
 

活
動
を
考
え
る
」
が
あ
つ
た
。
 

一
般
健
康
診
査
結
果
を
住
民
 

に
渡
す
と
き
、
そ
れ
を
資
料
に
 

し
て
、
住
民
が
自
分
の
健
康
状
 

態
を
数
量
的
に
知
り
、
知
人
と
 

比
校
し
お
互
に
話
し
合
う
こ
と
 

に
よ
り
学
習
の
輪
を
拡
げ
、
地
 

域
組
織
活
動
を
推
進
し
よ
う
と
 

す
る
も
の
。
 

こ
の
試
み
が
普
及
す
る
と
理
 

想
的
な
地
域
保
健
活
動
が
実
を
 

結
ぶ
こ
と
を
予
測
さ
せ
る
。
 


